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行

持

一
─
─

伊

藤

秀

憲

は

じ

め

に

「『

正
法
眼
蔵
抄』

口
語
訳
の
試
み」
或
い
は「『

正
法
眼
蔵
聞
書

抄』

口
語
訳
の
試
み」

と
し
て
、
七
十
五
巻
本『
正
法
眼
蔵』

第
一

「

現
成
公
案」

、
第
二「

摩
訶
般
若
波
羅
蜜」

、
第
三「
仏
性」

、
第
十

一「

坐
禅
儀」

、
第
十
二「

坐
禅
箴」

、
第
三
十
一「

諸
悪
莫
作」

、
第

六
十
三「

発
菩
提
心」

、
第
六
十
七「

転
法
輪」

の
巻
の『
聞
書
抄』

の
口
語
訳
を
発
表
し
て
き
た（『

駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集』

第
一
三
～

二
五・

二
七
号
、『

駒
沢
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要』

第
四
一・

四
三
～
四

五・

四
九・

五
一
～
五
三
号）

。

今
回
、
第
十
六「

行
持」

の
巻
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
本
学
文
学

部
宗
教
学
科
の
開
講
科
目「

禅
学
特
講」

で
、
講
読
し
て
い
る
巻
だ

か
ら
で
あ
る
。

次
に
凡
例
を
示
す
が
、
こ
の
凡
例
は
、
本
稿
の
み
に
限
る
の
で
は

な
く
、今
後
発
表
す
る
で
あ
ろ
う
口
語
訳
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

凡

例

一
、『

正
法
眼
蔵』

の
本
文
は
、
大
久
保
道
舟
編『

道
元
禅
師
全
集』

上
巻（『

道
元
全』

上
と
略
称
す
る）

所
収
の
も
の
に
よ
る
。

一
、『

正
法
眼
蔵
聞
書
抄』

は
泉
福
寺
本（

大
分
県
泉
福
寺
所
蔵）

を
収

め
た『

永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成』

（『

正
法
蒐』

と
略
称
す
る）

一

一
～
一
四
に
よ
る
。
但
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
永
平
寺
本（

一
六

九
七
年
、
眉
山
道
庸
書
写
、
福
井
県
永
平
寺
所
蔵）・

森
福
寺
本（

一
七

五
〇
～
五
一
頃
、
祖
天
哲
宗
所
持
本
、
鳥
取
県
森
福
寺
所
蔵
、『

正
法
蒐』
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続
輯
一
〇
所
収）・

総
持
寺
本（

一
七
五
一
年
、
智
外
鉄
忍
書
写
、
神
奈

川
県
総
持
寺
所
蔵）・

万
福
寺
本（

一
七
五
九
年
、
万
仭
道
坦
撰
集・

謄

写
、
愛
知
県
万
福
寺
所
蔵
、『

正
法
蒐』

二
二
所
収）

・

玉
林
寺
本（

一

七
七
九
年
、
笑
巌
聯
芳
書
写
、
駒
沢
大
学
図
書
館
所
蔵）・

寛
政
五
年
書

写
本（

一
七
九
三
年
、
駒
沢
大
学
図
書
館
所
蔵）

を
参
照
す
る
こ
と
と

し
、
本
文
全
体
の
校
訂
は
行
わ
な
い
。『

正
法
蒐』

か
ら
の
引
用

箇
所
を
示
す
場
合
に
は
、
一
頁
に
一
丁
収
載
さ
れ
て
い
る
時
は
右

を
ａ
、
左
を
ｂ
と
し
、
二
丁
の
時
は
上
段
の
右
左
を
ａ
ｂ
、
下
段

の
左
右
を
ｃ
ｄ
と
表
記
し
て
、
頁
数
は
単
位
語
を
省
略
し
た
。
こ

れ
は
他
の
影
印
本
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。

一
、『

正
法
眼
蔵
抄』

の
段
落
に
よ
っ
て『

正
法
眼
蔵』

の
本
文
を
掲

げ
、
そ
の
後
に
、
上
段
に『

抄』

の
原
文
を
載
せ
、
下
段
に
そ
の

口
語
訳
を
試
み
た
。

一
、

『

正
法
眼
蔵』

の
本
文
中
に
引
用
さ
れ
る
文
献
の
出
典
に
つ
い
て

は
、
特
に
そ
の
都
度
注
記
し
な
い
が
、

『

渉
典
録』『

渉
典
録
続
貂』

並
び
に
鏡
島
元
隆『

道
元
禅
師
と
引
用
経
典・

語
録
の
研
究』

（
木

耳
社
、
一
九
六
五
年
十
月）

、
鏡
島
元
隆
監
修・

曹
洞
宗
宗
学
研
究
所

編『

道
元
禅
師
引
用
語
録
の
研
究』

（

春
秋
社
、
一
九
九
五
年
三
月）

等
の
成
果
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

『

正
法
眼
蔵』

の
本
文

一
、

『

聞
書
抄』

と
明
ら
か
に
異
な
る
場
合
の
み
注
記
し
改
め
た
。
な

お
、
を

－

お
、
ゑ

－

え
、
ん

－

む
等
の
表
記
の
違
い
は
特
に
注
記

し
な
か
っ
た
。

一
、
原
則
と
し
て
、
漢
字
は
新
字
体
を
用
い
る
こ
と
と
し
、
旧
字
体

は
改
め
た
。

一
、『

道
元
全』

上
所
収
の『

正
法
眼
蔵』

の
本
文
の
漢
字
に
付
い
て

い
る
ふ
り
仮
名
は
、
削
除
し
た
り
改
め
た
り
し
た
場
合
も
あ
る
。

ま
た
、
新
た
に
付
け
加
え
た
も
の
も
あ
る
。
同
様
に
、
漢
文
の
読

み
方
も
、
訳
者
の
考
え
で
改
め
た
場
合
も
あ
る
。

『

正
法
眼
蔵
聞
書
抄』

の
原
文（

上
段）

一
、『

聞
書』

は『

聞
書
抄』

の
収
載
順
通
り『

抄』

の
後
と
す
る
。

一
、（

）

内
に
は
、『

正
法
蒐』

の
所
収
頁
を
各
末
尾
に
付
し
た
。

一
、
原
則
と
し
て
、
漢
字
は
新
字
体
を
用
い
、
異
体
字・

略
体
字・

古
用
仮
名
文
字
は
本
来
の
字
に
改
め
た
。

一
、
振
り
仮
名・

送
り
仮
名・

行
間
の
書
き
込
み・

傍
記・

欄
外
の

注
記
等
は
、
可
能
な
限
り
活
字
化
し
た
。
訂
正
字
は
訂
正
し
た
も

の
を
活
字
化
し
、
抹
消
字
は
活
字
化
し
な
か
っ
た
。

一
、
原
本
に
は
な
い
が
、
句
点
を
付
け
た
。
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正

法

眼

蔵

第

十

六

行

持

上

第
一
段（

１）

仏
祖
の
大
道
、
か
な
ら
ず
無
上
の
行
持
あ
り
、
道
環
し
て
断
絶
せ
ず
。
発
心・

修
行・

菩
提・

涅
槃
、
し
ば
ら
く
の
間
隙
あ
ら
ず
、

か
ん
げ
き

行
持
道
環
な
り

（

１）

。

此
行
持
ノ
行
ノ
字
、
教
行
証
ノ
行
ニ
ア
ラ
ス
、

証
ヲ
不
待
ユ
ヘ
ニ
、
所
詮
以
㍼仏
祖
㍽名
㍼行
持
㍽

也
、
道
環
ト
ハ
始
中
終
ニ
カ
ヽ
ハ
ラ
サ
ル
儀
ナ

リ
、
発
心
修
行
菩
提
涅
槃
ト
談
ス
ル
事
、

モ

間
隔
ナ
キ
道
理
ナ
リ
、（

三
ａ）

こ
の「

行
持」
の
行
の
字
は
、「

教
行
証」

（

仏
の
教
え
に
よ
っ
て
修
行
し
証
る
こ
と）

の
行
で
は

な
い
。
証
を
待
た
な
い〔

行
で
あ
る〕

か
ら
。
結
局「

仏
祖」

を「

行
持」

と
名
付
け
る
の
で

さ
と
り

あ
る
。「

道
環」

（

仏
祖
の
大
道
は
円
い
輪
の
よ
う
な
も
の）

と
い
う
の
は
、
始
め
、
中
間
、
終
わ
り

と
い
う
こ
と
に
か
か
わ
ら
な
い〔

無
始
無
終
で
あ
る〕

こ
と
で
あ
る
。「

発
心・

修
行・

菩
提・

涅
槃」

と
説
く
こ
と
、

〔

こ
れ
ら
が〕
す
こ
し
の
間
も
間
隔
が
な
い
道
理〔

が
行
持
道
環〕

で
あ
る
。

へ
だ
た
り

一
、
原
本
に
は
一
部
分
付
い
て
い
る
が
、新
た
に
返
り
点
を
付
け
た
。

口
語
訳（

下
段）

一
、

『

正
法
眼
蔵』

の
本
文
の
引
用
、
及
び
必
要
に
応
じ
て
注
意
す
べ

き
語
に
は「

」

を
付
け
た
。

一
、
漢
文
の
書
き
下
し
は
、

『

聞
書
抄』

の
読
み
方
と
は
必
ず
し
も
一

致
し
な
い
。

一
、〔

〕

内
に
は
、
原
文
に
は
な
い
が
、
補
っ
た
方
が
理
解
に
便
と

考
え
た
場
合
、
文
や
語
句
を
補
っ
た
。

一
、（

）

内
に
は
、
書
き
下
し
文
、
原
文
或
い
は
語
句
の
意
味
等
を

必
要
に
応
じ
て
記
し
た
。

一
、〈

〉

は
、
割
注・

頭
注
等
の
部
分
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

一
、『

抄』

と『

聞
書』

と
で
は
、
段
落
の
区
切
り
が
一
致
し
な
い
場

合
も
あ
る
の
で
、『

抄』

の
段
落
に
よ
り
、
相
当
す
る『

聞
書』

の

口
語
訳
の
右
に〈

第
○
段〉

と
い
う
よ
う
に
記
し
た
。
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第
一
段（

２）

こ
の
ゆ
ゑ
に
、
み
づ
か
ら
の
強
為
に
あ
ら
ず
、
他
の
強
為
に
あ
ら
ず
、
不
曾
染
汚
の
行
持
な
り
。

ご
う

い

ふ

ぞ
う
ぜ
ん

な

実
此
行
持
ノ
道
理
、
自
他
ノ
強
為
ア
ル
ヘ
カ
ラ

ス
、
不
曾
染
汚
ノ
行
持
ナ
ル
ヘ
シ
、

第
一
段（

３）

こ
の
行
持
の
功
徳
、
わ
れ
を
保
任
し
、
他
を
保
任
す
。
そ
の
宗
旨
は
、
わ
が
行
持
す
な
は
ち
十
方
の

地
漫
天
、
み
な
そ
の
功
徳

そ
う

ち

ま
ん
て
ん

を
か
う
む
る
。
他
も
し
ら
ず
、
わ
れ
も
し
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
し
か
あ
る
な
り
。

此
我
ハ
行
持
ノ
我
ナ
リ
、

第
一
段（

４）

こ
の
ゆ
ゑ
に
、
諸
仏
諸
祖
の
行
持
に
よ
り
て
、
わ
れ
ら
が
行
持
見
成
し
、
わ
れ
ら
が
大
道
通
達
す
る
な
り
。
わ
れ
ら
が
行
持
に
よ

げ
ん
じ
ょ
う

つ
う
だ
つ

り
て
、
諸
仏
の
行
持
見
成
し
、
諸
仏
の
大
道
通
達
す
る
な
り
。
わ
れ
ら
が
行
持
に
よ
り
て
、
こ
の
道
環
の
功
徳
あ
り
。

是
ハ
諸
仏
諸
祖
ト
云
モ
、
我
等
ト
云
モ
、
只
同

体
ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
、（

三
ｂ）

如
㍾此
打
チ
カ
ヘ
テ

実
に
こ
の「

行
持」

の
道
理〔

に
お
い
て〕

は
、「

み
づ
か
ら〔

の
強
為〕」

（

自
ら
無
理
に
つ

と
め
る
こ
と）「

他
の
強
為」 （

他
よ
り
無
理
に
つ
と
め
さ
せ
ら
れ
る
こ
と）

が
あ
る
は
ず
が
な
い
。

「

不

曾
染
汚
の
行
持」

（

か
つ
て
染
汚
し
た
こ
と
の
な
い
行
持）

で
あ
ろ
う
。

こ
の「

わ
れ」

は「

行
持」〔

し
て
い
る
と
こ
ろ〕

の「

わ
れ」

で
あ
る
。

こ
れ
は「

諸
仏
諸
祖」
と
言
う
の
も
、「

わ
れ
ら」

と
言
う
の
も
、
全
く
同
体
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
よ
う
に
引
っ
繰
り
返
し
て
釈
か
れ
る
の
で
あ
る
。「

諸
仏
諸
祖〔

の
行
持〕」

と「

わ
れ
ら

と
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被
㍾釈
ナ
リ
、
諸
仏
諸
祖
我
等
行
持
只
一
体
、
ト

リ
ハ
ナ
タ
ル
マ
シ
キ
道
理
カ
、如
㍾此
入
チ
カ
ヘ

テ
云
ハ
ル
ヽ
ナ
リ
、

第
一
段（

５）

こ
れ
に
よ
り
て
、
仏
仏
祖
祖
、
仏
住
し
、
仏
非
し
、
仏
心
し
、
仏
成
し
て
、
断
絶
せ
ざ
る
な
り
。

ぶ

っ

ぴ

是
ハ
行
持
ノ
ウ
ヘ
ノ
仏
㎏
祖
㎏
、
仏
住
仏
非
仏

心
仏
成
等
ノ
道
理
、
断
絶
セ
ス
ト
云
也
、

第
一
段（

６）

こ
の
行
持
に
よ
り
て
日
月
星
辰
あ
り
、
行
持
に
よ
り
て
大
地
虚
空
あ
り
、
行
持
に
よ
り
て
依
正
身
心
あ
り
、
行
持
に
よ
り
て
四
大

に
ち
げ
つ
せ
い
し
ん

え
し
ょ
う
し
ん
じ
ん

五
蘊
あ
り
。

う
ん

日
月
星
辰
ヲ
行
持
ト
談
ス
、大
地
虚
空
行
持
也
、

（

四
ａ）

乃
至
依
正
身
心
、
四
大
五
蘊
等
、
皆
是

行
持
也
ト
云
ナ
リ
、

第
一
段（

７）

行
持
こ
れ
世
人
の
愛
処
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
諸
人
の
実
帰
な
る
べ
し
。
過
去・

現
在・

未
来
の
諸
仏
の
行
持
に
よ
り
て
、
過
去・

が
行
持」

と
は
全
く
一
体
で
、
別
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
道
理
が
、
こ
の
よ
う
に
入
れ
違
え

て
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
行
持
の
上
の「

仏
仏
祖
祖」

が「

仏
住
し
、
仏
非
し
、
仏
心
し
、
仏
成」

（

仏
と
し

て
あ
り
、
仏
を
超
え
、
仏
の
心
を
も
ち
、
仏
と
し
て
成
道）

す
る
等
の
道
理〔

で
あ
り
、
こ
れ
が〕「

断

絶
せ
ず」

と
い
う
の
で
あ
る
。

「

日
月
星
辰」
を「

行
持」

と
説
く
。「

大
地
虚
空」

が「

行
持」

で
あ
る
。
或
い
は「

依
正

（

依
報・

正
報）

身
心」「
四
大
五
蘊」

等
が
、
皆「

行
持」

で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
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現
在・

未
来
の
諸
仏
は
現
成
す
る
な
り
。

過
去
ノ
行
持
ナ
ル
ト
キ
ハ
、
全
過
去
ノ
行
持
ナ

ル
ヘ
シ
、
現
在
未
来
モ
如
㍾此
、
三
世
ト
モ
ニ
行

持
ナ
レ
ト
モ
、
過
去
諸
仏
ノ
行
持
ノ
時
ハ
、
現

在
未
来
ハ
カ
ク
ル
ヽ
ナ
リ
、
是
則
行
持
ノ
上
ノ

三
世
ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
、（

四
ｂ）

第
一
段（

８）

そ
の
行
持
の
功
徳
、
と
き
に
か
く
れ
ず
。
か
る
が
ゆ
ゑ
に
発
心
修
行
す
。
そ
の
功
徳
、
と
き
に
あ
ら
は
れ
ず
。
か
る
が
ゆ
ゑ
に
見

聞
覚
知
せ
ず
。
あ
ら
は
れ
ざ
れ
ど
も
、
か
く
れ
ず
と
参
学
す
べ
し
。
穏
顕
存
没
に
染
汚
せ
ら
れ
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
わ
れ
を
見
成
す

お
ん
け
ん
ぞ
ん
も
つ

ぜ
ん

な

げ
ん
じ
ょ
う

る
行
持
、
い
ま
の
当
穏
に
、
こ
れ
い
か
な
る
縁
起
の
諸
法
あ
り
て
行
持
す
る
と
不
会
な
る
は
、
行
持
の
会
取
、
さ
ら
に
新
条
の
特

と
う
お
ん

ふ

え

え

し
ゅ

地
に
あ
ら
ざ
る
に
よ
り
て
な
り
。

此
発
心
修
行
モ
、
菩
提
涅
槃
ヲ
果
ニ
置
テ
談
ス

ル
発
心
修
行
ニ
ハ
ア
ラ
ス
、
ユ
ヘ
ニ
穏
顕
存
没

ニ
モ
カ
カ
ハ
ラ
ス
、
見
聞
知
覚
ス
ル
人
ナ
キ
ナ

リ
、

第
一
段（

９）

縁
起
は
行
持
な
り
、
行
持
は
縁
起
せ
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
と
、
功
夫
参
学
を
審
細
に
す
べ
し
。

「

過
去」

の「

行
持」

で
あ
る
と
き
は
、
全
て
過
去
の
行
持
で
あ
ろ
う
。「

現
在・

未
来」

も

こ
の
よ
う
で
あ
る
。
三
世
と
も
に
行
持
で
あ
る
け
れ
ど
も
、「

過
去
の
諸
仏」

の
行
持
の
と
き

は
、「

現
在・

未
来」〔

の
諸
仏〕

は〔

過
去
の
諸
仏
の
行
持
に〕

隠
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

「

行
持」

の
上
の
三
世
で
あ
る
か
ら
。

こ
の「
発
心・

修
行」

も
、
菩
提・

涅
槃
を
果
に
お
い
て
説
く
、〔

因
と
し
て
の〕

発
心・

修

行
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、〔

行
持
の
功
徳
は〕「

隠
顕
存
没」

に
も
か
か
わ
ら
な
い
。〔

そ
れ
ゆ

え〕「

見
聞
覚
知」
す
る
人
が
い
な
い
の
で
あ
る
。
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縁
起
ト
云
ハ
、
実
ニ
モ
行
持
ナ
ル
ヘ
シ
、
縁
起

ヲ
行
持
ト
談
ス
ル
ユ
ヘ
ニ
、
如
㍾此
云
ヘ
ハ
ト

テ
、
又
行
持
ヲ
縁
起
ト
不
㍾可
㍾談
也
、

第
一
段（

10）

か
の
行
持
を
見
成
す
る
行
持
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
わ
れ
ら
が
い
ま
の
行
持
な
り
。

今
我
等
ト
サ
ス
ハ
行
持
ノ
我
也
、
非
㍼吾
我
∩

（

五
ａ）

第
一
段（

11）

行
持
の
い
ま
は
、
自
己
の
本
有
元
住
に
あ
ら
ず
。
行
持
の
い
ま
は
、
自
己
に
去
来
出
入
す
る
に
あ
ら
ず
。
い
ま
と
い
ふ
道
は
、
行

ほ
ん
ぬ
げ
ん
じ
ゅ
う

こ
ら

い

ど
う

持
よ
り
さ
き
に
あ
る
に
は
あ
ら
ず
、
行
持
現
成
す
る
を
い
ま
と
い
ふ
。
し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
一
日
の
行
持
、
こ
れ
諸
仏
の
種

子
な
り
、
諸
仏
の
行
持
な
り
。
こ
の
行
持
に
諸
仏
見
成
せ
ら
れ
、
行
持
せ
ら
る
る
を
、
行
持
せ
ざ
る
は
、
諸
仏
を
い
と
ひ
、
諸
仏

を
供
養
せ
ず
、
行
持
を
い
と
ひ
、
諸
仏
と
同
生
同
死
せ
ず
、
同
学
同
参
せ
ざ
る
な
り
。

打
任
ハ
本
有
元
住
ニ
カ
ヽ
ハ
ル
ト
可
㍾云
歟
、然

而
今
ノ
行
持
ノ
ス
カ
タ
本
有
元
住
ニ
不
㍾
拘
、

カ
ヽ
ハ
ラ

「

縁
起」

と
い
う
の
は
、
実
に「

行
持」

で
あ
ろ
う
。「

縁
起」

を「

行
持」

と
説
く
の
で
あ

る
か
ら
。
こ
の
よ
う
に
言
う
か
ら
と
い
っ
て
、
ま
た
、「

行
持」

を「

縁
起」

と
説
い
て
は
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。〔

な
ぜ
な
ら
、「

縁
起」

が「

行
持」

で
あ
る
か
ら
、「

縁
起」

の
他
に「

行

持」

は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故「

行
持」

は「

縁
起」

で
は
な
く
、「

行
持」

で
あ
る
。〕

こ
こ
で「

わ
れ
ら」

と
指
す
の
は
、「

行
持」〔

し
て
い
る
と
こ
ろ〕

の「

わ
れ（

我）」

で
あ

る
。
吾
我
の「

わ
れ」

で
は
な
い
。

普
通
一
般
に
は
、〔「

自
己」
と
い
う
の
は〕「

本
有
元
住」

（

本
来
あ
っ
て
常
住
の
も
の）

に
拘

る
と
言
う
べ
き
か
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、
今
の
行
持
の
す
が
た
は
、「

本
有
元
住」

に
拘
ら
な
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ユ
ヘ
ニ
自
己
ニ
去
来
出
入
ス
ル
ニ
ハ
ア
ラ
ス
ト

云
也
、
古
今
ヲ
超
越
ス
ル
行
持
ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
、

第
一
段（

12）

い
ま
の
華
開
葉
落
、
こ
れ
行
持
の
現
成
な
り
。
磨
鏡
破
鏡
、
そ
れ
行
持
に
あ
ら
ざ
る
な
し
。

け
か
い
よ
う
ら
く

所
詮
非
㍼行
持
㍽一
法
ナ
キ
所
ヲ
如
㍾此
云
也
、

（

五

ｂ）

第
一
段（

13）

こ
の
ゆ
ゑ
に
、
行
持
を
さ
し
お
か
ん
と
擬
す
る
は
、
行
持
を
の
が
れ
ん
と
す
る
邪
心
を
か
く
さ
ん
が
た
め
に
、
行
持
を
さ
し
お
く

ぎ

も
行
持
な
る
に
よ
り
て
、
行
持
に
お
も
む
か
ん
と
す
る
は
、
な
ほ
こ
れ
行
持
を
こ
こ
ろ
ざ
す
に
に
た
れ
ど
も
、
真
父
の
家
郷
に
宝

財
を
な
げ
す
て
て
、
さ
ら
に
他
国

の
窮
子
と
な
る

（

２）

。

の
と
き
の
風
水
、
た
と
ひ
身
命
を
喪
失
せ
し
め
ず
と
い
ふ
と
も
、

れ
い
へ
い

ぐ
う

じ

し
ん
み
ょ
う

真
父
の
宝
財
な
げ
す
つ
べ
き
に
あ
ら
ず
。
真
父
の
法
財
な
ほ
失
誤
す
る
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
、
行
持
は
し
ば
ら
く
も
懈
惓
な
き
法

げ

け
ん

な
り
。

是
ハ
何
ト
ア
ル
モ
行
持
ナ
ル
ウ
ヘ
ハ
、
只
イ
タ

ツ
ラ
ニ
居
タ
ラ
ム
モ
行
持
ナ
ル
ヘ
シ
ト
云
邪
心

ヲ
、
多
人
ノ
ヲ
コ
ス
ナ
リ
、
其
ヲ
邪
心
ト
イ
マ

い
。
だ
か
ら「〔

行
持
の
い
ま
は
、〕

自
己
に
去
来
出
入
す
る
に
あ
ら
ず」

と
い
う
の
で
あ
る
。

古
今
を
超
越
す
る
行
持
で
あ
る
か
ら
。

結
局
、
行
持
で
な
い
も
の
は
な
い
と
こ
ろ
を
、
こ
の
よ
う
に
言
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
ど
の
よ
う
に
あ
る
の
も
行
持
で
あ
る
か
ら
に
は
、〔「

行
持
を
さ
し
お
く
の
も
行
持

な
り」

と
し
て〕

た
だ
何
も
し
な
い
で
じ
っ
と
し
て
い
る
の
も
行
持
で
あ
る
と
い
う「

邪
心」

を
、
多
く
の
人
が
起
こ
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
を「

邪
心」

と
戒
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
何
も
し
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シ
メ
ラ
ル
ヽ
ナ
リ
、
イ
タ
ツ
ラ
ニ
居
モ
行
持
ナ

レ
ハ
ト
云
心
地
ヲ
、
シ
ハ
ラ
ク
猶
コ
レ
行
持
ヲ

心
サ
ス
ニ
ヽ
タ
レ
ト
モ
ト
ハ
ア
ル
ナ
リ
、
他
国

ノ
時
節
モ
マ
コ
ト
ニ
行
持
ノ
外
ニ
ハ
ア
ラ

サ
レ
ト
モ
、此
時
節
ハ
真
父
ノ
法
財
ヲ
ハ
未
㍾得

也
、
今
ノ（

六
ａ）

喩
ニ
尤
相
応
セ
リ
、

第
二
段慈

父
大
師
釈
迦
牟
尼
仏
、
十
九
歳
の
仏
寿
よ
り
、
深
山
に
行
持
し
て
、
三
十
歳

（

３）

の
仏
寿
に
い
た
り
て
、
大
地
有
情
同
時
成
道

（

４）

の
行

持
あ
り
。
八
旬
の
仏
寿
に
い
た
る
ま
で
、
な
ほ
山
林
に
行
持
し
、
精
藍
に
行
持
す
。
王
宮
に
か
へ
ら
ず
、
国
利
を
領
せ
ず
。
布
僧

せ
い
ら
ん

お
う
ぐ
う

こ
く

り

ふ

そ
う

伽
梨
を
衣
持
し
、
在
世
に
一
経
す
る
に
互
換
せ
ず
。
一
盂
在
世
に
互
換
せ
ず
、
一
時
一
日
も
独
処
す
る
こ
と
な
し
。
人
天
の
閑
供

ぎ
ゃ

り

え

じ

き
ょ
う

養
を
辞
せ
ず
、
外
道
の

謗
を
忍
辱
す
。
お
ほ
よ
そ
一
化
は
行
持
な
り
。
浄
衣
乞
食
の
仏
儀
、
し
か
し
な
が
ら
行
持
に
あ
ら
ず
と

せ
ん
ぼ
う

に
ん
に
く

け

じ
ょ
う
え
こ
つ
じ
き

い
ふ
こ
と
な
し
。

仏
ハ
一
時
一
日
モ
不
㍼独
─

処
∩
閑
─

供
─

養
辞
セ

ト
ク

ヲ

シ

ス
、
外
道
ノ

謗
ヲ
忍
辱
ス
、
是
ヲ

（

５）

化
導
ヲ

セ
ン
ハ
ウ

ソ
シ

ル

ニ
ム
ニ
ク

為
㍾
先
之
故
歟
、

サ
キ
ト第

三
段第

八
祖
摩
訶
迦
葉
尊
者
は
、
釈
尊
の
嫡
嗣
な
り
。
生
前
も
は
ら
十
二
頭
陀
を
行
持
し
て
、
さ
ら
に
お
こ
た
ら
ず
。
十
二
頭
陀

（

６）

と

ま

か

か

し
ょ
う

て

き
し

ず

だ

な
い
で
じ
っ
と
し
て
い
る
の
も
行
持
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
、
か
り
に「

な
ほ
こ
れ
行
持
を
こ

こ
ろ
ざ
す
に
に
た
れ
ど
も」

と
あ
る
の
で
あ
る
。「

他
国

」

の
時
も
、
実
に
行
持
の
ほ
か
で

は
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
時
は
ま
だ「

真
父（

釈
尊）

の
法
財」

（

行
持
が
釈
尊
の
法
財
で
あ
る
こ

と）

を
得
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

〔『

妙
法
蓮
華
経』

の
長
者
窮
子
の
喩
は〕

こ
こ
で
の
喩
に
も
っ

と
も
相
応
し
い
。

仏
は「
一
時
一
日
も
独
処」

し
な
い
し
、「〔

人
天
の〕

閑
供
養（

福
報
を
目
的
と
す
る
供
養）

を

辞
せ
ず
、
外
道
の
仙
謗（

そ
し
り）

を
忍
辱（

堪
え
忍
ぶ
こ
と）

す」

る
。
こ
れ
は
化
導（

衆
生
を

教
化
し
導
く
こ
と）
を
第
一
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
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い
ふ
は
、

一
者
不
㍾受
㍼人
請
∩
日

行
㍼乞
食
⊿
亦
不
㍾受
㍼比
丘
僧
一
飯
食
分
銭
財
⊿（

中
略）

四
者
止
㍼宿
野
田
中
樹
下
⊿（

中
略）

十
一
者

ツ
ニ
ハ

ケ

ノ

ヲ

ヒ
ビ
ニ

ズ

ヲ

タ

ケ

ノ

ノ

ヲ

ツ
ニ
ハ

ス

ノ

ノ

ニ

ニ
ハ

但
欲
㍼露
臥
∩
不
㍾在
㍼樹
下
屋
宿
⊿
十
二
者
不
㍾食
㍾肉
、
亦
不
㍾食
㍼醍
醐
⊿
麻
油
不
㍾塗
㍾身
。

ダ

ヒ
テ

ヲ

ラ

ニ

ニ

ハ

セ

ヲ

タ

セ

ヲ

ヲ

ラ

ニ

こ
れ
を
十
二
頭
陀
と
い
ふ
。
摩
訶
迦
葉
尊
者
、
よ
く
一
生
に
不
退
不
転
な
り
。
如
来
の
正
法
眼
蔵
を
正
伝
す
と
い
へ
ど
も
、
こ
の

頭
陀
を
退
す
る
こ
と
な
し
。（

後
略）

迦
葉
頭
陀
ト
云
是
也
、
如
㍾文
、

第
四
段第

十
祖
波
栗
湿
縛
尊
者
は
、
一
生
脇
不
至
席
な
り
。
こ
れ
八
旬
老
年
の

道
な
り
と
い
へ
ど
も
、
当
時
す
み
や
か
に
大
法
を
単

は

り

し

ば

き
ょ
う

ふ

し

せ
き

伝
す
。
こ
れ
光
陰
を
い
た
づ
ら
に
も
ら
さ
ざ
る
に
よ
り
て
、
わ
づ
か
に
三
箇
年
の
功
夫
な
り
と
い
へ
ど
も
、
三
菩
提
の
正
眼
を
単

し
ょ
う
げ
ん

伝
す
。
尊
者
の
在
胎
六
十
年
な
り
、
出
胎
髪
白
な
り
。
誓
不
㍼屍
臥
∩
名
㍼脇
尊
者
⊿
乃
至
暗
中
手

放
㍼光
明
∩
以
取
㍼経
法
⊿

（

７）

こ

テ

セ

ク

ト

ニ

ヨ
リ

テ

ヲ

テ

ル

ヲ

れ
生
得
の
奇
相
な
り
。（

中
略）

し
か
あ
れ
ば
、
脇
尊
者
、
処
胎
六
十
年
、
は
じ
め
て
出
胎
せ
り
。
胎
内
に
功
夫
な
か
ら
ん
や
。
出

し
ょ
う
と
く

胎
よ
り
の
ち
、
八
十
に
な
ら
ん
と
す
る
に
、
は
じ
め
て
出
家
学
道
を
も
と
む
。
託
胎
よ
り
の
ち
、
一
百
四
十
年
な
り
。
ま
こ
と
に

不
群
な
り
と
い
へ
ど
も
、
朽
老
は
阿
誰
よ
り
も
朽
老
な
ら
ん
。
処
胎
に
て
老
年
な
り
、
出
胎
に
て
も
老
年
な
り
。
し
か
あ
れ
ど
も
、

あ

す
い

時
人
の
譏
嫌
を
か
へ
り
み
ず
、
誓
願
の
一
志
不
退
な
れ
ば
、
わ
づ
か
に
三
歳
を
ふ
る
に
、

道
現
成
す
る
な
り
。
た
れ
か
見
賢
思

き

け
ん

け
ん
け
ん

し

斉
を
ゆ
る
く
せ
ん
、
年
老
耄
及
を
う
ら
む
る
こ
と
な
か
れ
。
こ
の
生
し
り
が
た
し
。
生
か
、
生
に
あ
ら
ざ
る
か
。
老
か
、
老
に
あ

せ
い

ね
ん
ろ
う
も
う
ぎ
ゅ
う

し
ょ
う

ら
ざ
る
か
。
四
見
す
で
に
お
な
じ
か
ら
ず
、
諸
類
の
見
お
な
じ
か
ら
ず
。
た
だ
志
気
を
専
修
に
し
て
、

道
功
夫
す
べ
き
な
り
。

し
い

き

せ
ん
し
ゅ

道
に
生
死
を
み
る
に
相
似
せ
り
と
参
学
す
べ
し
、
生
死
に

道
す
る
に
は
あ
ら
ず
。（

後
略）

迦
葉
頭
陀
と
い
う
の
は
こ
れ
で
あ
る
。〈

文
の
と
お
り〉
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胎
内
六
十
年
、
出
胎
後
八
十
年
、
都
合
一
百
四

十
年
、
実
奇
代
事
也
、
実
年
老
耄
及
ヲ
ウ
ラ
ム

ヘ
カ
ラ
ス
、
尤
志
気
ヲ
専
修
ニ
シ
テ
、
辨
道
功

シ

キ

セ
ム

夫
ス
ヘ
キ
也
、
委
見
㍾文
、（

六
ｂ）

第
五
段六

祖
は
新
州
の
樵
夫
な
り
、
有
識
と
称
し
が
た
し
。
い
と
け
な
く
し
て
父
を
喪
す
、
老
母
に
養
育
せ
ら
れ
て
長
ぜ
り
。
樵
夫
の

し
ょ
う

ふ

う

し
き

そ
う

業
を
養
母
の
活
計
と
す
。
十
字
の
街
頭
に
し
て
一
句
の
聞
経
よ
り
の
ち
、
た
ち
ま
ち
に
老
母
を
す
て
て
大
法
を
た
づ
ぬ
。
こ
れ
奇

ぎ
ょ
う

代
の
大
器
な
り
、
抜
群
の

道
な
り
。（

後
略）

第
六
段江

西
馬
祖
の
坐
禅
す
る
こ
と
は
二
十
年
な
り
。
こ
れ
南
嶽
の
密
印
を
稟
受
す
る
な
り

（

８）

。
伝
法
済
人
の
と
き
、
坐
禅
を
さ
し
お
く
と

こ
う
ぜ
い

ぼ
ん
じ
ゅ

さ
い
に
ん

道
取
せ
ず
。
参
学
の
は
じ
め
て
い
た
る
に
は
、
か
な
ら
ず
心
印
を
密
受
せ
し
む
。
普
請
作
務
の
と
こ
ろ
に
、
か
な
ら
ず
先
赴
す
。

ふ

し
ん

さ

む

せ
ん

ぷ

老
に
い
た
り
て
懈
惓
せ
ず
。
い
ま
の
臨
済
は
江
西
の
流
な
り
。

げ

け
ん

り
ゅ
う

第
七
段雲

巌
和
尚
と
道
吾
と
、
お
な
じ
く
薬
山
に
参
学
し
て
、
と
も
に
ち
か
ひ
を
た
て
て
、
四
十
年
わ
き
を
席
に
つ
け
ず
、
一
味
参
究
す
。

法
を
洞
山
の
悟
本
大
師
に
伝
付
す
。
洞
山
い
は
く
、
わ
れ
欲
㍾打
㍼成

一
片
∩
坐
禅

道
、

已
二
十
年
な
り
。
い
ま
そ
の
道
、
あ

シ
テ

セ

ン
ト

ニ

ス
ル
コ
ト

ニ

ど
う

ま
ね
く
伝
付
せ
り
。

胎
内
に
六
十
年
、
出
胎
後
八
十
年
、
都
合
百
四
十
年
。
実
に
世
に
も
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
。

実
に「

年
老
髦
及
を
う
ら」

ん
で
は
な
ら
な
い
。
特
に「

志
気
を
専
修
に
し
て
、
弁
道
功
夫
す
べ

き
な
り」

。〈

委
し
く
は
本
文
に
書
か
れ
て
い
る〉
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第
八
段雲

居
山
弘
覚
大
師
、
そ
の
か
み
三
峯
庵
に
住
せ
し
と
き
、
天
廚
送
食
す
。
大
師
あ
る
と
き
洞
山
に
参
じ
て
、
大
道
を
決
択
し
て

ぐ

か
く

て
ん
ち
ゅ
う
そ
う
じ
き

け
っ
じ
ゃ
く

さ
ら
に
庵
に
か
へ
る
。
天
使
ま
た
食
を
再
送
し
て
師
を
尋
見
す
る
に
、
三
日
を
経
て
師
を
み
る
こ
と
え
ず
、
天
廚
を
ま
つ
こ
と
な

じ
き

し
。
大
道
を
所
宗
と
す
。

肯
の
志
気
、
お
も
ひ
や
る
べ
し
。

べ
ん
こ
う

し
い

き

天
廚
送
食
セ
リ
、
而
大
師
洞
山
ニ
大
法
決
択
シ

ツ

ソ
ウ

ケ
ツ
チ
ャ
ク

テ
後
、
天
使
師
ヲ
尋
見
ス
ル
ニ
、
経
㍼
三
日
㍽

シ

シ
ム

見
㍾師
不
㍾得
、
是
隔
㍼
境

界
㍽之
故
也
、

事

レ
ヘ
タ
ツ
ル
キ
ャ
ウ

ヲ

第
九
段百

丈
山
大
智
禅
師
、
そ
の
か
み
馬
祖
の
侍
者
と
あ
り
し
よ
り
、
入
寂
の
ゆ
ふ
べ
に
い
た
る
ま
で
、
一
日
も
為
衆
為
人
の
勤
仕
な
き

い

し
ゅ

い

に
ん

ご
ん

し

日
あ
ら
ず
。
か
た
じ
け
な
く
、
一
日
不
作
一
日
不
食
の

（

９）

あ
と
を
の
こ
す
と
い
ふ
は
、
百
丈
禅
師
、
す
で
に
年
老
臘
高
な
り
、
な
ほ

ふ

さ

ふ

じ
き

普
請
作
務
の
と
こ
ろ
に
、
壮
齢
と
お
な
じ
く
励
力
す
。（

後
略）

ふ

し
ん

さ

む

れ
い
り
き

第
十
段鏡

清
和
尚
住
院
の
と
き
、
土
地
神
か
つ
て
師
顔
を
み
る
こ
と
え
ず
。
た
よ
り
を
え
ざ
る
に
よ
り
て
な
り
。

ど

じ

じ
ん

土
地
神
不
㍾得
㍾見
㍼師
顔
∩
不
㍾得
㍾便

之
故

カ
ン
ヲ

タ
ヨ
リ
ヲ

也
、
同
㍼弘
覚
大
師
∩（

七
ａ）

「

天
廚
送
食」

し
た
。
そ
し
て
、「〔

雲
居
山
弘
覚〕

大
師」

が「

洞
山」

の
も
と
で
大
法
を

「

決
択」

し
た
後
は
、「

天
使」

が「

師
を
尋
見
す
る
に
、
三
日
を
経
て
師
を
み
る
こ
と
え
ず」

。

こ
れ
は
、〔

大
師
と
天
使
は〕

境
界
を
隔
て
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「

土
地
神」

は「

師
顔
を
み
る
こ
と
を
え
ず
、
た
よ
り（

手
掛
か
り）

を
え
ざ
る」

か
ら
で
あ

る
。〔

第
八
の
雲
居
山〕

弘
覚
大
師〔
の
段〕

に
同
じ
で
あ
る
。
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第
十
一
段

三
平
山
義
忠
禅
師
、
そ
の
か
み
天
廚
送
食
す
。
大
顛
を
み
て
の
ち
に
、
天
神
ま
た
師
を
も
と
む
る
に
、
み
る
こ
と
あ
た
は
ず
。

だ
い
て
ん

是
又
天
廚
送
食
ス
、
是
又
得
法
之
後
不
㍾
能
㍾

求
㍾師
、
大
顛
ハ
石
頭
ノ
弟
子
ナ
リ
、
今
ノ
義
忠

テ
ン

ハ
大
顛
弟
子
也
、

第
十
二
段

後
大

和
尚
い
は
く
、
我
二
十
年
在
㍼
山
∩
喫
㍼
山
飯
∩

㍼
山

∩
不
㍾参
㍼
山
道
⊿
只
牧
㍼得
一
頭
水

牛
∩
終
日
露

ご

だ
い

い

レ

テ

ニ

シ

ノ

ヲ

シ

ノ

ヲ

ゼ

ノ

ニ

ダ

シ
テ

ノ

ヲ

回
回
也
。

（
）

ナ
リ

し
る
べ
し
、
一
頭
の
水

牛
は
、
二
十
年
在

山
の
行
持
よ
り
牧
得
せ
り
。
こ
の
師
か
つ
て
百
丈
の
会
下
に
参
学
し
き
た
れ
り
。

え

か

し
づ
か
に
二
十
年
中
の
消
息
お
も
ひ
や
る
べ
し
、
わ
す
る
る
時
な
か
れ
。
た
と
ひ
参

山
道
す
る
人
あ
り
と
も
、
不
参

山
道
の

行
持
は
ま
れ
な
る
べ
し
。

二
十
年
之
間
在
㍼
山
㍽喫
㍼
─

山
飯
∩

㍼
─

ヲ

ア
ス

山

∩
不
㍾参
㍼
─

山
∩
只
牧
㍼得
一
─

頭
水
─

ア
ヲ

ニ

カ
イ

タ
リ

コ

牛
∩
云
㎏
、
是
カ
今
ノ
行
持
ノ
姿
ニ
テ
ア
ル
也
、

ヲ所
詮
至
極
解
脱
シ
タ
ル
詞
也
、
不
会
仏
法
ト
六

祖
ノ
被
㍾仰
タ
ル
程
ノ
詞
ナ
リ
、（

七
ｂ）

こ
れ
も
ま
た「

天
廚
送
食
す」

。
こ
れ
も
ま
た
得
法
の
後
は「

師
を
も
と
む
る」

こ
と
が
で
き

な
い
。
大
顛〔

宝
通〕

は
石
頭
の
弟
子
で
あ
る
。
こ
の〔

三
平〕

義
忠
は
大
顛
の
弟
子
で
あ
る
。

「

二
十
年」
の
間
、「

在

山
、
喫

山
飯
、

山

、
不
参

山〔

道〕

、
只
牧
得
一
頭
水

牛
、
…
…」

（
山
に
在
っ
て
、

山
の
飯
を
喫
し
、

山
の

を

し
、

山〔

の
道〕

に
参
ぜ
ず
、

只
一
頭
の
水

牛
を
牧
得
し
て
、
…
…）

こ
れ
が
、
今
の
行
持
の
姿
で
あ
る
。
結
局
こ
の
上
も
な
く

解
脱
し
て
い
る
詞
で
あ
る
。〔「

不
参

山
道」

と
は〕「

不
会
仏
法

（
）」

と
六
祖〔

慧
能〕

が
仰
っ

た
ほ
ど
の
詞
で
あ
る
。
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第
十
三
段

趙

州
観
音
院
真
際
大
師
従

和
尚
、
と
し
六
十
一
歳
な
り
し
に
、
は
じ
め
て
発
心
求
道
を
こ
こ
ろ
ざ
す
。
瓶

錫
を
た
づ
さ
へ

じ
ょ
う
し
ゅ
う

じ
ゅ
う
し
ん

び
ょ
う
し
ゃ
く

て
行
脚
し
、
遍
歴
諸
方
す
る
に
、
つ
ね
に
み
づ
か
ら
い
は
く
、
七
歳
童
児
、

若
勝
㍾我

者
、
我
即
問
㍾
伊
。
百
歳
老
翁
、

不
㍾

ノ

ナ
リ
ト
モ

シ

レ
バ

ヨ
リ
モ

レ

チ

フ
ベ
シ
カ
レ
ニ

ノ

ナ
リ
ト
モ

バ

及
㍾我
者
、
我
即
教
㍾
他
。

（
）

バ

ニ

レ

チ

フ
ベ
シ
カ
レ
ヲ

か
く
の
ご
と
く
し
て
南
泉
の
道
を
学
得
す
る
、
工
夫
す
な
わ
ち
二
十
年
な
り
。
年
至
八
十
の
と
き
、
は
じ
め
て
趙
州
城
東
観
音
院

ど
う

く

ふ
う

に
住
し
て
、
人
天
を
化
道
す
る
こ
と
四
十
年
来
な
り
。（

中
略）

四
十
年
の
あ
ひ
だ
、
世
財
を
た
く
は
へ
ず
、
常
住
に
米
穀
な
し
。

に
ん
で
ん

け

ど
う

あ
る
い
は
栗
子・
椎
子
を
ひ
ろ
う
て
食
物
に
あ
つ
、
あ
る
い
は
旋
転
飯
食
す
。
ま
こ
と
に
上
古
龍
象
の
家
風
な
り
、
恋
慕
す
べ

り

す

す
い

す

じ
き
も
つ

せ
ん
で
ん
ぼ
ん
じ
き

り
ゅ
う
ぞ
う

き
操
行
な
り
。

そ
う
ぎ
ょ
う

あ
る
と
き
、
衆
に
し
め
し
て
い
は
く
、

若
一
生
不
㍾離
㍼叢
林
∩
不
語

十
年
五
載
、
無

≒人
喚
㍾
作
㍼
唖
漢
∩
已
後
、
諸
仏

し
ゅ

シ

レ

ヲ

ナ
ル
コ
ト

ス
ト
モ

ラ
ン

ノ

デ

ヲ
ス
ル
コ
ト

ト

ノ
チ
ニ
ハ

モ

也
不
㍼
奈
㍾
何
⊿（

）

マ
タ

ル
ナ
リ

ヲ

ト
モ
セ

こ
れ
行
持
を
し
め
す
な
り
。
し
る
べ
し
、
十
年
五
載
の
不
語
、
お
ろ
か
な
る
に
相
似
せ
り
と
い
へ
ど
も
、
不
離
叢
林
の
功
夫
に
よ

り
て
、
不
語
な
り
と
い
へ
ど
も
唖
漢
に
あ
ら
ざ
ら
ん
。
仏
道
か
く
の
ご
と
し
。
仏
道
声
を
き
か
ざ
ら
ん
は
、
不
語
の
不
唖
漢
な
る

し
ょ
う

道
理
あ
る
べ
か
ら
ず
。
し
か
あ
れ
ば
、
行
持
の
至
妙
は
不
離
叢
林
な
り
、
不
離
叢
林
は
脱
落
な
る
全
語
な
り
。
至
愚
の
み
づ
か
ら

し
い
み
ょ
う

は
、
不
唖
漢
を
し
ら
ず
、
不
唖
漢
を
し
ら
せ
ず
。
阿
誰
か
遮
障
せ
ざ
れ
ど
も
、
し
ら
せ
ざ
る
な
り
。
不
唖
漢
な
る
を
、
得
恁
麼
な

あ

す
い

い
ん

も

り
と
き
か
ず
、
得
恁
麼
な
り
と
し
ら
ざ
ら
ん
は
、
あ
は
れ
む
べ
き
自
己
な
り
。
不
離
叢
林
の
行
持
、
し
づ
か
に
行
持
す
べ
し
、
東

西
の
風
に
東
西
す
る
こ
と
な
か
れ
。
十
年
五
載
の
春
風
秋
月
、
し
ら
れ
ざ
れ
ど
も
、
声
色
透
脱
の
道
あ
り
。
そ
の
道
得
、
わ
れ
に

ど
う

不
知
な
り
、
わ
れ
に
不
会
な
り
。
行
持
の
寸
陰
を
可
借
許
な
り
と
参
学
す
べ
し
。
不
語
を
空
然
な
る
と
あ
や
し
む
こ
と
な
か
れ
。

え

か

し
ゃ
っ

こ

く
う
ね
ん

入
之
一
叢
林
な
り
、
出
之
一
叢
林
な
り
。
島
路
一
叢
林
な
り
。

界
一
叢
林
な
り
。

に
ゅ
っ
し
い
ち
そ
う
り
ん

し
ゅ
っ
し
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一
生
不
離
叢
林
ノ
姿
カ
、
ス
ナ
ハ
チ
行
持
ナ
ル

ヘ
シ
、
仏
道
ナ
ラ
ス
ハ
不
語
ヲ
行
持
ト
談
事
更

ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
唖
漢
ト
ハ
ヲ
シ
ナ
リ
、
叢
林

ニ
住
シ
テ
不
語
ナ
ル
姿
カ
行
持
ナ
ル
也
、
坐
禅

ノ
当
体
則
作
仏
也
ト
云
程
ノ
義
也
、
諸
仏
也マ

タ

不
㍼
奈
㍾

何

㍽ト
ハ
、諸
仏
ヲ
モ
物
ト
モ
セ

セ
ス

イ
カ
ン

ナ
ム
チ
ヲ

ト
モ

ス
ト
云
心
也
、
タ
ト
ヘ
ハ
仏
ニ
モ
ヲ
ト
ル
ヘ
カ

ラ
ス
ト
云
心
地
ナ
リ
、
又
入
之
一
叢
林
也
、
出

之
一
叢
林
也
、
鳥
路
一
叢
林
也
、

界
一
叢
林

也
ト
、
文
、
叢
林
ト
云
ヘ
ハ
只
一
字
ノ
堂
ト
思

フ
ヘ
カ
ラ
ス
、
尽
界
叢
林
ナ
ル
ヘ
シ
、
是
則
行

持
ナ
ル
ヘ
シ
、
是
ニ
出
入
共
ニ（

八
ａ）

行
持

也
、
只
僧
堂
ニ
衆
僧
ノ
出
入
ス
ル
義
ト
許
ハ

不
㍾可
㍼心
得
㍽也
、

第
十
四
段

大
梅
山
は
慶
元
府
に
あ
り
、
こ
の
山
に
護
聖
寺
を
草
創
す
。
法
常
禅
師
そ
の
本
元
な
り
。
禅
師
は
襄
陽
人
な
り
。
か
つ

（

…

て
馬
祖
の

ノ

会
に
参
じ
て
と
ふ
、「

如
何

是
仏」

と
。
馬
祖
い
は
く
、「

即
心
是
仏」

と
。
法
常
こ
の
こ
と
ば
を
き
き
て
、
言
下
大
悟
す
。
ち

ナ
ラ
ン
カ

レ

な
み
に
大
梅
山
の
絶
頂
に
の
ぼ
り
て
、
人
倫
に
不
群
な
り
、
草
庵
に
独
居
す
。
松
実
を
食
し
、
荷
葉
を
衣
と
す
。
か
の
山
に
小
池

か

よ
う

え

あ
り
、
池
に
荷
お
ほ
し
。
坐
禅

道
す
る
こ
と
三
十
余
年
な
り
。
人
事
た
え
て
見
聞
せ
ず
、
年
暦
お
ほ
よ
そ
お
ぼ
え
ず
。
四
山
青

又
黄
の
み
を
み
る
。
お
も
ひ
や
る
に
は
、
あ
は
れ
む
べ
き
風
霜
な
り
。
師
の
坐
禅
に
は
、
八
寸
の
鉄
塔
一
基
を
頂
上
に
お
く
。
如

戴
宝
冠
な
り
。
こ
の
塔
を
落
地
却
せ
し
め
ざ
ら
ん
と
功
夫
す
れ
ば
、
ね
ぶ
ら
ざ
る
な
り
。
そ
の
塔
、
い
ま
本
山
に
あ
り
、
庫
下
に

ら
く

ち

き
ゃ
く

く

か

「

一
生
不
離
叢
林」

（

一
生
叢
林
を
離
れ
ず）

の
姿
が
、
そ
の
ま
ま「

行
持」

で
あ
ろ
う
。〔「

不

語」

が〕「

仏
道」

で
な
い
な
ら
ば
、「

不
語」

を「

行
持」

と
説
く
こ
と
は
決
し
て
あ
る
は
ず

が
な
い
。「

唖
漢」

と
は
口
が
き
け
な
い
人
で
あ
る
。「

叢
林」

に
住
し
て「

不
語」

で
あ
る
姿

が「

行
持」

で
あ
る
。
坐
禅
の
当
体（

叢
林
に
住
し
て
不
語
で
あ
る
こ
と）

が
す
な
わ
ち
作
仏
で
あ

る
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
。

「

諸
仏
也
不
奈

何」 （

諸
仏
も
ま
た

を
奈
何
と
も
せ
ざ
る
な
り）

い
か

ん

と
は
、
諸
仏
を
も
、
も
の
と
も
し
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
仏
に
も
劣
る
は
ず

が
な
い
と
い
う
意
味
合
い
で
あ
る
。
ま
た
、「

入
之
一
叢
林
な
り
、
出
之
一
叢
林
な
り
、
鳥
路
一

叢
林
な
り
、

界
一
叢
林
な
り」

と
あ
る
。「

叢
林」

と
い
う
と
、
た
だ
一
棟
の
堂
と
思
っ
て
は

な
ら
な
い
。
尽
界
が
叢
林
で
あ
る
。
こ
れ
が
す
な
わ
ち
行
持
で
あ
る
。
こ
れ
に
出
入
す
る
の
が

共
に
行
持
で
あ
る
。
た
だ
僧
堂
に
衆
僧
が
出
入
す
る
意
味
と
だ
け
理
解
し
て
は
い
け
な
い
。
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交
割
す
。
か
く
の
ご
と
く

道
す
る
こ
と
、
死
に
い
た
り
て
懈
惓
な
し
。
か
く
の
ご
と
く
し
て
年
月
を
経

歴
す
る
に
、
塩
官
の

こ
う
か
つ

き
ょ
う
り
ゃ
く

会
よ
り
一
僧
き
た
り
て
、
や
ま
に
い
り
て

杖
を
も
と
む
る
ち
な
み
に
、
迷
山
路
し
て
、
は
か
ら
ざ
る
に
師
の
庵
所
に
い
た
る
。

不
期
の
な
か
に
師
を
み
る
。
す
な
は
ち
と
ふ
、「

和
尚
こ
の
山
に
住
し
て
よ
り
こ
の
か
た
、
多
少
時
也
。」

師
い
は
く
、「

只
見
㍼

ふ

ご

ヤ

ダ

ル
ノ
ミ

四
山
青
又
黄
⊿」

こ
の
僧
ま
た
と
ふ
、「

出
山
路
、
向
㍼什
麼
処
㍽去
。」

師
い
は
く
、「

随
㍾流
去
。」

こ
の
僧
、
あ
や
し
む
こ
こ
ろ

ノ

タ

ナ
ル
ヲ

ノ

テ

ノ

ニ

カ
ン

ヒ

ニ

ケ

あ
り
。
か
へ
り
て
塩
官
に
挙
似
す
る
に
、
塩
官
い
は
く
、
そ
の
か
み
江
西
に
あ
り
し
と
き
、
一
僧
を
曾
見
す
、
そ
れ
よ
り
の
ち
消

そ
う
け
ん

息
を
し
ら
ず
。
莫
㍼是
此
僧
㍽
否
。

シ
ヤ

レ

ノ

ナ
ル
コ
ト

ヤ

つ
ひ
に
僧
に
命
じ
て
師
を
請
す
る
に
、
出
山
せ
ず
。
偈
を
つ
く
り
て
答
す
る
に
い
は
く
、
摧
残

枯
木
倚
㍼寒
林
⊿
幾
度
逢
㍾春
不
㍾

と
う

セ
ル

ル

ニ

カ

テ

ニ

変
㍾心
、
樵
客
遇
㍾之
猶
不
㍾顧
、
郢
人
那
得
㍼苦

追
尋
⊿

つ
ひ
に
お
も
む
か
ず
。
こ
れ
よ
り
の
ち
に
、
な
ほ
山
奥
へ
い
ら
ん
と

ゼ

ヲ

テ

ニ

ホ

ミ

え
い
じ
ん

ゾ

ン

ネ
ン
ゴ
ロ
ニ

ス
ル
コ
ト
ヲ

せ
し
ち
な
み
に
、
有
頌
す
る
に
い
は
く
、
一
池
荷
葉
衣

無
㍾尽
、
数
樹
松
華
食

有
㍾余
、
剛

被
≒世
人
知
㍼住
処
∩
更
移

㍼茅

う

じ
ゅ

ノ

キ
ル
ニ

シ

ル
コ
ト

ノ

ス
ル
ニ

リ

リ

ア
ナ
ガ
チ
ニ

テ

ニ

ラ

ヲ

ニ

シ
テ

舎
㍽入
㍼深
居
⊿

（
）

つ
ひ
に
庵
を
山
奥
に
う
つ
す
。

ヲ

ル

ニ

あ
る
と
き
、
馬
祖
こ
と
さ
ら
僧
を
つ
か
は
し
て
と
は
し
む
、「

和
尚
そ
の
か
み
馬
祖
を
参
見
せ
し
に
、
得
何
道
理
、
便
住
此
山
な

る
。」

師
い
は
く
、「

馬
祖
わ
れ
に
む
か
ひ
て
い
ふ
、
即
心
是
仏
。
す
な
は
ち
こ
の
山
に
住
す
。」

僧
い
は
く
、「

近
日
仏
法
ま
た
別

な
り
。」

師
い
は
く
、「

作
麼
生
別
な
る
。」

僧
い
は
く
、「

馬
祖
い
は
く
、
非
心
非
仏
と
あ
り
。」

師
い
は
く
、「

這
老
漢
、
ひ
と
を

そ

も

さ
ん

こ
の

惑
乱
す
る
こ
と
、
了
期
あ
る
べ
か
ら
ず
。
任
他

非
心
非
仏
、
我
祗
管
即
心
是
仏
。」

り
ょ
う

ご

サ
モ
ア
ラ
バ
ア
レ

ハ

ニ

こ
の
道
を
も
ち
て
馬
祖
に
挙
似
す
。
馬
祖
い
は
く
、
梅
子
熟

也
。

…

）（

後
略）

ど
う

バ
イ

ス

セ
リ

第
十
五
段

五
祖
山
の
法
演

（

…

禅
師
い
は
く
、
師
翁
は
じ
め
て
楊
岐
に
住
せ
し
と
き
、
老
屋
敗
椽
し
て
風
雨
之
敝
は
な
は
だ
し

（
）

。
と
き
に
冬
暮
な

し

お
う

よ
う

ぎ

て
ん

へ
い

り
、
殿
堂
こ
と
ご
と
く
旧
損
せ
り
。
そ
の
な
か
に
、
僧
堂
こ
と
に
や
ぶ
れ
、
雪
霰
満
牀
、
居
不
遑
処
な
り
。
雪
頂
の
耆
宿
、
な
ほ

く

そ
ん

せ
っ
ち
ょ
う

ぎ
し
ゅ
く
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澡
雪
し
、
厖
眉
の
尊
年
、
皺
眉
の
う
れ
へ
あ
る
が
ご
と
し
。
衆
僧
や
す
く
坐
禅
す
る
こ
と
な
し
。
衲
子
投
誠
し
て
修
造
せ
ん
こ

ぼ

う

び

し
ゅ
う

び

し
ゅ
そ
う

の
っ

す

と
う
じ
ょ
う

し
ゅ
ぞ
う

と
を
請
せ
し
に
、
師
翁
却
㍾
之
い
は
く
、
我
仏
有
㍾
言
、

時
当
㍼
減
劫
∩
高
岸
深
谷
、
遷
変

不
㍾
常
、
安

得
≒
円
満
如
意
、
自

ケ
テ

ヲ

ガ

リ

ヘ
ル
コ
ト

ツ
テ

ニ

シ
テ

ナ
ラ

ン
ゾ

ン

ニ
シ
テ

ラ

求
㍼

称
足
㍽な
ら
ん
。
古
往
の
聖
人
、
お
ほ
く
樹
下
露
地
に
経
行
す
。
古
来
の
勝

躅
な
り
。
履
空
の
玄
風
な
り
。
な
ん
だ
ち
出

ム
ル
コ
ト
ヲ

ヲ

し
ょ
う
に
ん

じ
ゅ

げ

ろ

じ

き
ん
ひ
ん

し
ょ
う
ち
ょ
く

げ
ん
ぷ
う

家
学
道
す
る
、
做
手
脚
な
ほ
い
ま
だ
お
だ
や
か
な
ら
ず
。
わ
づ
か
に
こ
れ
四
五
十
歳
な
り
、
た
れ
か
い
た
づ
ら
な
る
い
と
ま
あ
り

さ

し
ゅ
き
ゃ
く

て
、
豊
屋
を
こ
と
と
せ
ん
。
つ
ひ
に
不
従
な
り

…

）

。（

中
略）

演
和
尚
、
あ
る
と
き
し
め
し
て
い
は
く
、
行
無
㍾越
㍾
思
、
思
無
㍾越
㍾
行
。

（
）

こ
の
語
お
も
く
す
べ
し
。
日
夜
思
㍾之
、
朝
夕

ハ

ク

ユ
ル
コ
ト

ヲ

ハ

シ

ユ
ル
コ
ト

ヲ

ニ

ヒ

ヲ

ニ

行
㍾之
。
い
た
づ
ら
に
東
西
南
北
の
風
に
ふ
か
る
る
が
ご
と
く
な
る
べ
か
ら
ず
。（

後
略）

ズ

ヲ

五
祖
ハ
山
名
也
、
非
㍼五
祖
六
祖
事
∩
我
仏
有
㍾

ノ

ニ

カ
フ
ツ
ア
リ

言
、
当
㍼咸（

）

劫
∩
高
岸
深
谷
、遷
変

不
㍾常
、

イ
エ
ル
事

テ

ケ
ム

ニ

カ
ム

コ
ク

セ
ム
ヘ
ム
シ
テ

ス

ツ
ネ

安

得
㍼円
満
如
意
、
自
求
称
足
∩
云
㎏
、
是

イ
ツ
ク
ム
ソ

ム

ニ
シ
テ

シ

ク

シ
ョ
ウ
ソ
ク

ハ
古
往
ノ
聖
人
、
多
露
地
樹
下
ニ
経
行
ス
、
而

末
代
人
豊
屋
ヲ
元
ト
シ
テ
行
道
疎
ナ
ル
事
ヲ
イ

ホ
ウ
ヲ
ク

マ
シ
メ
ラ
ル
ヽ
ナ
リ
、

演
和
尚
或
時
示
曰
、
行
無
㍾
越
㍾
思
∩
思
無
㍾

エ
ム

ナ
シ

コ
ウ
ル
事
ヲ
モ
イ
ヲ

ヒ

シ

越
㍾
行
、
云
㎏
、（

八
ｂ）

是
ハ
行
ノ
詞
ヲ
、
行

ウ
ル
事

ヲ

持
ノ
草
子
ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
被
㍼引
出
㍽也
、行
与
㍾思

差
別
ナ
キ
道
理
ヲ
ノ
ヘ
ラ
ル
ヽ
也
、
打
任
ハ
行

ハ
身
上
ノ
所
作
、
思
ハ
心
意
識
ノ
上
ニ
談
㍾之
、

為
㍾破
㍼此
邪
念
㍽ナ
リ
、行
思
共
一
法
ナ
ル
道
理

不
㍾可
㍼忘
却
∩

ハ
ウ
キ
ャ
ク

「

五
祖」

は
山
の
名
で
あ
る
。
五
祖〔

弘
忍〕・

六
祖〔

慧
能〕

の
こ
と
で
は
な
い
。「

我
仏
有

言
、〔

時〕

当
減
劫
、
高
岸
深
谷
、
遷
変
不
常
、
安
得
円
満
如
意
、
自
求
称
足」

（

我
が
仏
、
言
え

る
こ
と
有
り
、〔

時〕

に
減
劫
に
当
っ
て
、
高
岸
深
谷
、
遷
変
し
て
常
な
ら
ず
、
安
く
ん
ぞ
円
満
如
意
に
し

げ
ん
ご
う

い
ず

て
、
自
ら
称
足
を
求
む
る
こ
と
を
得
ん）

と
あ
る
。
こ
れ
は「

古
往
の
聖
人
、
お
ほ
く
樹
下
路
地
に

経
行
す」
。
し
か
し
、
末
代
の
人
は
、
豊
屋
を
居
所
と
し
て
、
行
道
が
お
ろ
そ
か
で
あ
る
こ
と
を

戒
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「

演
和
尚
、
あ
る
と
き
し
め
し
て
い
は
く
、『

行
無
越
思
、
思
無
越
行』 （

行
は
思
を
超
ゆ
る
こ
と

な
く
、
思
は
行
を
越
ゆ
る
こ
と
な
し）」

と
あ
る
。
こ
れ
は
、「

行」

の
詞
を
、
行
持
の
巻
で
あ
る
か

ら
引
き
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

〔

行
と
思
と
を
入
れ
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て〕

行
と
思
と
違
い
が

な
い
道
理
を
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
普
通
一
般
に
は
、
行
は
身
の
上
の
所
作
、
思
は
心
意
識

の
上
で
説
く
。
こ
の
邪
念
を
破
る
た
め
で
あ
る
。
行
と
思
と
共
に
一
法
で
あ
る
道
理
を
忘
却
し
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第
十
六
段

太
白
山
宏
智
禅
師
正
覚
和
尚
の
会
に
、
護
伽
藍
神
い
は
く
、
わ
れ
き
く
、
覚
和
尚
こ
の
山
に
住
す
る
こ
と
十
余
年
な
り
。
つ
ね
に

わ
ん

し

ご

が

ら
ん
じ
ん

寝
堂
に
い
た
り
て
み
ん
と
す
る
に
、
不
能
前
な
り
、
未
之
誠
也
。

（
）

ま
こ
と
に
有
道
の
先
蹤
に
あ
ひ
あ
ふ
な
り
。

な
り

こ
の
天
童
山
は
、
も
と
は
小
院
な
り
。
覚
和
尚
の
住
裏
に
、
道
士
観・

尼
寺・

教
院
等
を
掃
除
し
て
、
い
ま
の
景
徳
寺
と
な
せ
り
。

そ
う
じ
ょ

師
遷
化
の
の
ち
、
左
朝
奉
大
夫
侍
御
史
王
伯
庠
、
ち
な
み
に
師
の
行
業
記
を
記
す
る
に
、
あ
る
人
い
は
く
、「

か
の
道
士
観・

尼

さ

ち
ょ
う

ぶ

だ
い

ふ

じ

ぎ
ょ

し

お
う
は
く
し
ょ
う

ぎ
ょ
う
ご
う

き

寺・

教
寺
を
う
ば
ひ
て
、
い
ま
の
天
童
寺
と
な
せ
る
こ
と
を
記
す
べ
し
。」

御
史
い
は
く
、「

不
可
也
、
此
事
非
㍼僧
徳
㍽矣
。」

と

ノ

ズ

ノ

ニ

き
の
人
、
お
ほ
く
侍
御
史
を
ほ
む
。

し
る
べ
し
、
か
く
の
ご
と
く
の
事
は
、
俗
の
能
な
り
、
僧
の
徳
に
あ
ら
ず
。
お
ほ
よ
そ
仏
道
に
登
入
す
る
最
初
よ
り
、
は
る
か
に

三
界
の
人
天
を
こ
ゆ
る
な
り
。（

中
略）
い
ま
仏
祖
の
大
道
を
行
持
せ
ん
に
は
、
大
隠
小
隠
を
論
ず
る
こ
と
な
く
、
聡
明
鈍
癡
を
い

に
ん
で
ん

ふ
こ
と
な
か
れ
。
た
だ
な
が
く
名
利
を
な
げ
す
て
て
、
万
縁
に
繋
縛
せ
ら
る
る
こ
と
な
か
れ
。
光
陰
を
す
ご
さ
ず
、
頭
燃
を
は
ら

け

ば
く

ず

ね
ん

ふ
べ
し
。
大
悟
を
ま
つ
こ
と
な
か
れ
、
大
悟
は
家
常
の
茶
飯
な
り
。
不
悟
を
ね
が
ふ
こ
と
な
か
れ
、
不
悟
は
髻
中
の
宝
珠
な
り
。

か

じ
ょ
う

け
い
ち
ゅ
う

た
だ
ま
さ
に
、
家
郷
あ
ら
ん
は
家
郷
を
は
な
れ
、
恩
愛
あ
ら
ん
は
恩
愛
を
は
な
れ
、
名
あ
ら
ん
は
名
を
の
が
れ
、
利
あ
ら
ん
は
利

お
ん
な
い

み
ょ
う

を
の
が
れ
、
田
園
あ
ら
ん
は
田
園
を
の
が
れ
、
親
族
あ
ら
ん
は
親
族
を
は
な
る
べ
し
。
名
利
等
な
か
ら
ん
も
、
又
は
な
る
べ
し
。

す
で
に
あ
る
を
は
な
る
、
な
き
を
も
は
な
る
べ
き
道
理
、
あ
き
ら
か
な
り
。
そ
れ
す
な
は
ち
一
条
の
行
持
な
り
。（

後
略）

是
ハ
宏
智
禅
師
遷
化

之
後
、
行
業
記
ヲ
注
ニ
、

セ
ン

円
寂

ク
エ

之
後
也

道
士
観
、
尼
寺
、
教
寺
院
等
ヲ
ヤ
フ
リ
テ
、
今

て
は
い
け
な
い
。

こ
れ
は
宏
智
禅
師
の
遷
化
の
後〈

円
寂
の
後
で
あ
る〉

、『

行
業
記』

を
注
す
る
に
、〔

あ
る
人

が
、
宏
智
禅
師
が〕「

道
士
観・
尼
寺・

教（

寺）

院
等」

を
壊
し
て
、
今
の
景
徳
寺
と
し
た
こ
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ノ
景
徳
寺
ト
ナ
セ
リ
、
其
ヲ
行
業
記
ニ
記
セ
ム

ト
ス
ル
ヲ
、今
ノ
左
朝
奉
大
夫
侍
御
史
王
佰
庠

サ

テ
ウ

フ

シ

キ
ヨ

シ

ワ
ウ
ハ
ク
シ
ヤ
ウ

云
、
不
可
也
、
此
事
非
㍼僧
徳
㍽矣
、
仍
不
㍾載
㍼

ヤ

ス

シ

ス
ム

テ

イ

行
業
記
∩
此
御
史
ヲ
讃
㍾之
、（

九
ａ）

是
俗
能

キ
ヨ

シ

ホ
ム
ル

ナ
リ
、
非
㍼僧
徳
㍽也
、

第
十
七
段

大
慈
寰
中
禅
師
い
は
く
、
説
㍼得

一
丈
∩
不
㍾如
㍾行
㍼取

一
尺
⊿
説
㍼得

一
尺
∩
不
㍾如
㍾行
㍼取

一
寸
⊿

（
）

だ
い

じ

か
ん
ち
ゅ
う

セ
ン
ヨ
リ
ハ

ヲ

カ

セ
ン
ニ

ヲ

セ
ン
ヨ
リ
ハ

ヲ

カ

セ
ン
ニ

ヲ

こ
れ
は
、
時
人
の
行
持
お
ろ
そ
か
に
し
て
、
仏
道
の
通
達
を
わ
す
れ
た
る
が
ご
と
く
な
る
を
い
ま
し
む
る
に
に
た
り
と
い
へ
ど
も
、

一
丈
の
説
は
不
是
と
に
は
あ
ら
ず
、
一
尺
の
行
は
一
丈
説
よ
り
も
大
功
な
る
と
い
ふ
な
り
。
な
ん
ぞ
た
だ
丈
尺
の
度
量
の
み
な
ら

ん
、
は
る
か
に
須
弥
と
芥
子
と
の
論
功
も
あ
る
べ
き
な
り
。
須
弥
に
全
量
あ
り
、
芥
子
に
全
量
あ
り
。
行
持
の
大
節
、
こ
れ
か
く

の
ご
と
し
。
い
ま
の
道
得
は
、
寰
中
の
自
為
道
に
あ
ら
ず
、
寰
中
の
自
為
道
な
り
。

説
㍼得

一
丈
㍽不
㍾如
㍾行
㍼取
一
尺
∩
説
㍼

セ
ム
ヨ
リ
ハ

シ

シ
カ

ア
ム

ニ
ハ

ヲ

得

一
尺
㍽不
㍾如
㍾行
㍼取
ハ

一
寸
∩
云
㎏
、
此

ヨ
リ
ハ

シ

シ
カ

セ
ン
ニ
ハ

ヲ

詞
ヲ
打
任
テ
心
得
ニ
ハ
、
一
丈
ヲ
説
得
ス
ル
ヨ

リ
モ
一
尺
ヲ
行
取
ス
ル
ハ
マ
サ
リ
タ
ル
ヤ
ウ
ニ

思
付
タ
リ
、
今
義
ハ
非
㍾爾
、
其
故
ハ
一
丈
モ
行

ニ

持
ノ
上
ニ
仕
フ
、
一
丈
一
尺
モ
乃
至
一
寸
モ
、

行
持
ノ
上
ニ
談
ス
ル
尺
寸
ナ
リ
、
ユ
ヘ
ニ
勝
劣

高
下
ノ
論
ニ
付
㍾可
㍾及
、
而
今
ノ
草
子
ニ
一
尺

と
を『

行
業
記』

に
記
そ
う
と
し
た
の
に
、
今
の
左
朝
大
夫
侍
御
史
王
佰
庠
は「

不
可
也
。
此

事
非
僧
徳
矣」

（

不
可
な
り
、
此
の
事
、
僧
の
徳
に
あ
ら
ず）

と
言
っ
た
。
よ
っ
て『

行
業
記』

に

載
せ
な
か
っ
た
。
こ
の
御
史
を
讃
め
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は「

俗
の
能」

で
あ
っ
て「

僧
の
徳」

で
は
な
い
の
で
あ
る
。

「

説
得
一
丈
、
不
如
行
取
一
尺
。
説
得
一
尺
、
不
如
行
取
一
寸」 （

一
丈
を
説
得
せ
ん
よ
り
は
、
一

尺
を
行
取
せ
ん
に
如
か
ず
。
一
尺
を
説
得
せ
ん
よ
り
は
、
一
寸
を
行
取
せ
ん
に
如
か
ず）

と
あ
る
。
こ
の

詞
を
普
通
一
般
に
理
解
す
る
と
き
に
は
、
一
丈
を
説
得
す
る
よ
り
も
一
尺
を
行
取
す
る
の
は
ま

さ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
っ
て
し
ま
う
。
こ
こ
の
意
味
は
そ
う
で
は
な
い
。
そ
の
わ
け
は
、
一
丈

も
行
持
の
上
で
つ
か
う
。
一
丈
一
尺
も
或
い
は
一
寸
も
、
行
持
の
上
で
説
く
尺
寸
で
あ
る
。
だ

か
ら
勝
劣
高
下
の
論
に
及
ぶ
べ
き
で
な
い
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、
こ
の
巻
に「

一
尺
の
行
は
一

丈
の
説
よ
り
も
大
功
な
り」

と
い
う
の
で
、
や
は
り
勝
劣
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
前
後
が
一
致
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ノ
行
ハ
一
丈
ノ
説
ヨ
リ
モ
大
功
也
ト
云
ヘ
ハ
、

猶
勝
劣
ア
ル
ニ
ヽ
タ
リ
、
前
後
ノ
参（

九
ｂ）

シ
ン

差
ニ
モ
聞
タ
リ
、
是
ハ
行
持
ト
云
草
子
ノ
上
ナ

シル
ユ
ヘ
ニ
、

一
尺
ノ
行
ハ
一
丈
ノ
説
ヨ
リ
モ

大
功
也
ト
ハ
云
ト
モ
、
サ
レ
ハ
ト
テ
始
終
更
勝

劣
浅
深
ノ
義
不
㍾可
㍾有
、
随
上
ニ
一
丈
ノ
説
ハ

不
是
ト
ニ
ハ
ア
ラ
ス
ト
被
㍾釈
分
明
也
、又
行
ノ

位
ハ
ア
サ
ク
、
証
ノ
位
ハ
深
シ
ト
思
ヘ
リ
、
行

証
共
只
同
タ
ケ
也
、
今
ノ
一
丈
一
尺
、
㎏
㎏
一

寸
等
ノ
詞
ニ
、
此
道
理
符
合
ス
ル
也
、
又
須
弥

与
㍼芥
子
∩
仏
法
ニ
ハ
只
一
也
ト
習
也
、打
任
ハ

天
地
懸
隔
相
違
ノ
喩
ト
ナ
レ
リ
、
須
弥
ニ
全
量

ア
リ
、
芥
子
ニ
全
量
ア
リ
ト
云
、
此
心
地
ナ
リ
、

（

一
〇
ａ）

コ
ノ
道
得
ハ
、
寰
中
ノ
自
為
道
ニ
ア

タ
ウ

テ

ク
ワ
ン

シ

ヰ

タ
ウ

ラ
ス
、
寰
中
ノ
自
為
道
也
ト
云
ヘ
リ
、
此
道
得

ク
ワ
ム

ハ
、
寰
中
ノ
自
為
道
許
ニ
ア
ラ
ス
、
三
世
諸
仏

祖
等
ノ
自
為
道
ナ
リ
、コ
ノ
道
理
ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
、

又
寰
中
ノ
自
為
道
也
ト
モ

イ
ハ
ル
ヽ
也
、

第
十
八
段

洞
山
悟
本
大
師
道
、
説
㍼取
行
不
得
底
∩
行
㍼取
説
不
得
底
⊿

（
）

ク

シ

ヲ

ス

ヲ

こ
れ
高
祖
の
道
な
り
。
そ
の
宗
旨
は
、
行
は
説
に
通
ず
る
み
ち
を
あ
き
ら
め
、
説
の
行
に
通
ず
る
み
ち
あ
り
。
し
か
あ
れ
ば
、
終

ど
う

し
な
い
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
る
。
こ
れ
は
行
持
の
巻
の
上
で
あ
る
か
ら
、
か
り
に
、

「

一
尺
の
行

は
一
丈
の
説
よ
り
も
大
功
な
り」

と
言
う
け
れ
ど
も
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
常
に
決

し
て
勝
劣
浅
深
の
意
味
が
あ
る
は
ず
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
上
に「

一
丈
の
説
は
不
是
と
に

は
あ
ら
ず」

と
釈
か
れ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た〔

一
般
に
は〕

行
の
位
は
浅
く
、
証
の

位
は
深
い
と
思
っ
て
い
る
。
行
も
証
も
共
に
同
じ
程
で
あ
る
。
今
の
一
丈
一
尺
、
一
尺
一
寸
等

の
詞
に
、
こ
の
道
理
は
符
号
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、「

須
弥」

と「

芥
子」

と
は
、
仏
法
で
は

た
だ
一
つ
で
あ
る
と
習
う
の
で
あ
る
。
普
通
一
般
に
は
、
天
と
地
が
は
る
か
に
隔
た
っ
て
い
る

ほ
ど
相
違
し
て
い
る
こ
と
の
喩
と
な
る
。

「

須
弥
に
全
量
あ
り
、
芥
子
に
全
量
あ
り」

と
言
う
の

は
こ
の
意
味
合
い
で
あ
る
。
こ
の「

道
得
は
、
寰
中
の
自
為
道
に
あ
ら
ず
、
寰
中
の
自
為
道
な

り」

と
あ
る
。
こ
の「

道
得
は
、
寰
中
の
自
為
道」

（

寰
中
が
自
ら
発
し
た
こ
と
ば）

ば
か
り
で
は

な
い
、
三
世
諸
仏
祖
等
の
自
為
道
で
あ
る
。
こ
の
道
理
で
あ
る
か
ら
、
ま
た「

寰
中
の
自
為
道

な
り」
と
も
か
り
に
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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日
と
く
と
こ
ろ
に
終
日
お
こ
な
ふ
な
り
。
そ
の
宗
旨
は
、
行
不
得
底
を
行
取
し
、
説
不
得
底
を
説
取
す
る
な
り
。

説
㍼取
行
不
得
底
∩
行
㍼取
説
不
得
底
㍽云
㎏
、
是

シ
ュ

ヲ

ス

ヲ

ハ
説
与
㍾行
ヲ
各
別
ニ
被
㍾説
也
、
説
ノ
時
ハ
行

ハ
カ
ク
レ
、
行
ノ
時
ハ
説
ハ
カ
ク
ル
ヘ
シ
、
一

方
ヲ
証
ス
ル
ト
キ
ハ
一
方
ハ
ク
ラ
キ
道
理
ナ
ル

ヘ
シ
、
然
而
前
ニ
詞
不
㍾可
㍾違
也
、（

一
〇
ｂ）

第
十
九
段

雲
居
山
弘
覚
大
師
、
こ
の
道
を
七
通
八
達
す
る
に
い
は
く
、
説
時

無
㍼行
路
∩
行
時

無
㍼説
路
⊿

（
）

ぐ

か
く

ど
う

ニ
ハ

ク

ニ
ハ

シ

こ
の
道
得
は
、
行
説
な
き
に
あ
ら
ず
。
そ
の
説
時
は
、
一
生
不
離
叢
林
な
り
。
そ
の
行
時
は
、
洗
頭
到
雪
峯
前
な
り
。
説
時
無
行

路
、
行
時
無
説
路
、
さ
し
お
く
べ
か
ら
ず
、
み
だ
ら
ざ
る
べ
し
。

古
来
の
仏
祖
い
ひ
き
た
れ
る
こ
と
あ
り
、
い
は
ゆ
る
、
若
人
生

百
歳
、

不
㍾
会
㍼諸
仏
機
∩
未
㍾若
≒生

一
日
而
能
決
㍼

シ

ケ
ラ
ン
コ
ト

ナ
ラ
ン
ニ

ラ
ン
ハ

セ

ノ

ヲ

ダジ

シ
カ

ケ
ラ
ン
コ
ト

ニ
シ
テ

ク

了

之
⊿

セ
ン
ニ
ハ

ヲ

こ
れ
は
一
仏
二
仏
の
い
ふ
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
、
諸
仏
の
道
取
し
き
た
れ
る
と
こ
ろ
、
諸
仏
の
行
取
し
き
た
れ
る
と
こ
ろ
な
り
。（

後

略）

是
又
説
行
之
心
得
ヤ
ウ
、
前
ニ
不
㍾可
㍾違
也
、

所
詮
一
生
不
㍾離
㍼叢
林
∩
洗
㍾頭
到
㍼雪
峯
前
㍽ヲ

「

説
取
行
不
得
底
、
行
取
説
不
得
底」

（

行
不
得
底
を
説
取
し
、
説
不
得
底
を
行
取
す）

と
あ
る
。

こ
れ
は
、
説
と
行
と
を
そ
れ
ぞ
れ
別
に
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
説
の
時
は
行
は
か
く
れ
、
行
の

時
は
説
は
か
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

「

一
方
を
証
す
る
と
き
は
、
一
方
は
く
ら
き
道
理」

で
あ
ろ

う
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
前〔

の
段〕

に〔

お
け
る「

説
得
一
丈
、
不
如
行
取
一
尺
。
説
得
一

尺
、
不
如
行
取
一
寸」

と〕

詞
が
違
う
は
ず
が
な
い
。

こ
れ
も
ま
た
説
と
行
と
の
理
解
の
仕
方
は
、
前〔

の
段〕

に
違
う
は
ず
が
な
い
の
で
あ
る
。

結
局
、「

一
生
不
離
叢
林」

（

一
生
叢
林
を
離
れ
ず）「

洗
頭
到
雪
峰
前」

（

洗
頭
し
て
雪
峰
の
前
に
到
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以
テ
行
持
ト
談
也
、
一
生
不
離
叢
林
事
、
趙
州

段
ニ
委

載
了
、
説
時
ニ
ハ
行
路
ナ
ク
、
行
時

ク
ハ
シ
ク
ノ
セ

ニ
ハ
説
路
ナ
キ
也
、然
而
説
時
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
、

不
離
叢
林
ノ
姿
説
時
也
、
行
路
又
無
キ
ニ
ア
ラ

ス
、
洗
頭
到
雪
峯
姿
ヲ
以
テ
行
路
ト
ハ
談
也
、

又
若
─

人
生

百
歳
、
不
㍾会
㍼諸
─

仏
─

機
∩
未
㍾若

イ
キ
テ

ナ
ラ
ム

ラ
ム

ウ
イ

ノ

ヲ

シダ

シ
カ

生
㍼
一
日
㍽
而
能
決
㍼
了

之
∩
此
文
ハ
法
句

キ
テ

ヨ
ク
ケ
ツ

セ
ム
ニ
ハ

ヲ

ク

経

文
也
、
依
㍼此
文
㍽
阿
難
入
定
寂
滅
シ
給
、

キ
ョ
ウ
ノ

云
㎏
、
其
故
ハ
、
或
時
此
文
ヲ
唱
テ
人
ノ
ト
ヲ

リ（

一
一
ａ）

ケ
ル
ヲ
聞
給
ヘ
ハ
、
若
人
生
百

歳
、
不
見
水
老
鶴
、
未
㍾若
生
一
日
、
不
能
覩
見

カ
ク

シ

シ
カ

而
歟

ト

之
、
如
㍾此
誦
シ
テ
過
ケ
ル
ア
ヒ
タ
、
阿
難
此

誦
㊥
モ
ノ
ヲ
ヨ
ヒ
入
テ
、
此
文
ハ
経
文
也
、
ワ

ス
ル
歟

タ
ク
シ
ノ
詞
不
㍾可
㍾入
、
ア
シ
ク
誦
ス
ル
也
ト

テ
如
㍼経
文
㍽ナ
ヲ
サ
レ
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、任
㍼阿
難

教
㍽誦
シ
ケ
ル
程
ニ
、又
或
時
先
度
ア
シ
ク
誦
セ

ニ

ト

シ
ヤ
ウ
ニ
唱
テ
過
ケ
ル
ア
ヒ
タ
、
又
ヨ
ヒ
入
テ

ナ
ト
先
度
ヲ
シ
ヘ
シ
マ
ヽ
ニ
ハ
不
㍾
誦
シ
テ
、

如
㍾本
ア
シ
ク
ハ
誦
ス
ル
ソ
ト
被
㍾仰
ケ
レ
ハ
、

先
度
御
教
訓
ノ
定
ニ
誦
ス
レ
ハ
僻
事
也
、
只

如
㍼先
度
㍽可
㍾誦
ト
人
ノ
申
シ
間
、
如
㍾此
誦
ス

ル
也
ト
答
申
ケ
リ
、
其
時
仏
入
滅
シ
給
事（

一

一
ｂ）

不
㍾久
ニ
、
是
程
ニ
皆
人
邪
見
ニ
堕
セ
リ
、

タ

る）

を
行
持
と
説
く
の
で
あ
る
。「

一
生
不
離
叢
林」

の
こ
と
は
、
趙
州
の
段
に
委
し
く
載
せ

た
。
説
時
に
行
路
が
な
く
、
行
時
に
説
路
が
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、
説
時
が
な

い
の
で
は
な
い
。「〔

一
生〕

不
離
叢
林」

の
姿
が「

説
時」

で
あ
る
。
行
路
も
ま
た
な
い
の
で

は
な
い
。「

洗
頭
到
雪
峰〔

前〕」

の
姿
を「

行
路」

と
説
く
の
で
あ
る
。

ま
た「

若
人
生
百
歳
、
不
会
諸
仏
機
、
未
若
生
一
日
、
而
能
決
了
之

（
）」 （

若
し
人
、
生
け
ら
ん
こ

と
百
歳
な
ら
ん
に
、
諸
仏
の
機
を
会
せ
ず
ん
ば
、
未
だ
生
け
ら
ん
こ
と
一
日
に
し
て
、
能
く
之
を
決
了
せ

ん
に
は
し
か
じ）

と
あ
る
。
こ
の
文
は『

法
句
経』

の
文
で
あ
る
。
こ
の
文
に
よ
っ
て
阿
難
は
入

定
寂
滅
さ
れ
た
。
そ
の
わ
け
は
、
あ
る
時
、
こ
の
文
を
唱
え
て
人
が
通
っ
た
の
を
聞
か
れ
た
と

こ
ろ
、「

若
人
生
百
歳
、
不
見
水
老
鶴
、
未
若
生
一
日
、
而
能
覩
見
之」

（

若
し
人
、
生
け
ら
ん
こ

と
百
歳
な
ら
ん
に
、
水
老
鶴
を
見
ず
ば
、
未
だ
生
け
ら
ん
こ
と
一
日
に
し
て
、
能
く
之
を
覩
見
せ
ん
に
は

し
か
じ）

と
、
こ
の
よ
う
に
誦
し
て
通
り
過
ぎ
た
た
め
、
阿
難
は
こ
の
誦
す
者
を
呼
び
入
れ
て
、

「
こ
の
文
は
経
文
で
あ
る
。
自
分
の
詞
を
入
れ
て
は
な
ら
な
い
。〔

お
ま
え
は〕

誤
っ
て
誦
し
て

い
る」
と
言
っ
て
、
経
文
の
よ
う
に
直
さ
れ
た
の
で
、
阿
難
の
教
え
に
従
っ
て
誦
し
た
と
こ
ろ

が
、
ま
た
、
あ
る
時
、
先
日
誤
っ
て
誦
し
た
よ
う
に
唱
え
て
通
り
過
ぎ
た
た
め
、
ま
た
呼
び
入

れ
て「

ど
う
し
て
先
日
教
え
た
よ
う
に
誦
さ
な
い
で
、
も
と
の
よ
う
に
誤
っ
て
誦
し
て
い
る
の

か」

と
仰
っ
た
と
こ
ろ
、

「

先
日
の
御
教
訓
の
よ
う
に
誦
す
と
間
違
い
で
あ
る
。
た
だ
も
と
の
よ

う
に
誦
す
べ
き
で
あ
る
と
人
が
申
し
た
た
め
、
こ
の
よ
う
に
誦
す
の
で
す」

と
答
え
申
し
上
げ

た
。
そ
の
時
は
、
仏
が
入
滅
さ
れ
て
久
し
く
な
い
の
に
、
こ
れ
ほ
ど
に
皆
邪
見
に
堕
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
世
に
住
し
て
も
無
意
味
で
あ
る
と
い
っ
て
、〔

阿
難
は〕

寂
滅
さ
れ
た
。
…
…
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カ
ヽ
ラ
ム
世
ニ
住
シ
テ
無
㍾詮
ト
テ
、
寂
滅
給
、

云
㎏
、第

二
十
段

南
嶽
大
慧
禅
師
懐
譲
和
尚
、
そ
の
か
み
曹
谿
に
参
じ
て
、
執
侍
す
る
こ
と
十
五
秋
な
り
。
し
か
う
し
て
伝
道
授
業
す
る
こ
と
、
一

え

じ
ょ
う

じ
ゅ
ご
う

器
水
瀉
一
器
な
る
こ
と
を
え
た
り
。
古
先
の
安
履
、
も
と
も
慕
古
す
べ
し
。
十
五
秋
の
風
霜
、
わ
れ
を
わ
づ
ら
は
す
お
ほ
か
る
べ

あ
ん

り

し
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
純
一
に
究

す
。
こ
れ
晩
進
の
亀
鏡
な
り
。
寒
炉
に
炭
な
く
、
ひ
と
り
虚
堂
に
ふ
せ
り
。
涼
夜
に
燭
な
く
、

し
ょ
く

ひ
と
り
明
窓
に
坐
す
る
。
た
と
ひ
一
知
半
解
な
く
と
も
、
無
為
の
絶
学
な
り
。
こ
れ
行
持
な
る
べ
し
。（

後
略）

い
っ

ち

は
ん

げ

第
二
十
一
段

香
厳
の
智
閑
禅
師
は
、（

中
略）

一
日
わ
づ
か
に
道
路
を
併

浄
す
る
に
、
礫
の
ほ
と
ば
し
り
て
、
竹
に
あ
た
り
て
声
を
な
す
に
よ

き
ょ
う
げ
ん

し

か
ん

び
ょ
う
じ
ょ
う

こ
い
し

り
て
、
忽
然
と
し
て
悟
道
す
。（

後
略）

こ
つ
ね
ん

礫
ノ
ホ
ト
ハ
シ
リ
テ
竹
ニ
ア
タ
リ
テ
声
ヲ
ナ
ス

レ
キ

ツ
フ
テ

ニ
ヨ
リ
テ
、
忽
然
ト
シ
テ
悟
道
ス
ル
ハ
、
此
禅

師
事
也
、

第
二
十
二
段

臨
済
院
慧
照
大
師
は
、
黄
檗
の
嫡
嗣
な
り
。
黄
檗
の
会
に
あ
り
て
三
年
な
り
。
純
一
に

道
す
る
に
、
睦
州
陳
尊
宿
の
教
訓
に
よ

ぼ
く

り
て
、
仏
法
の
大
意
を
黄
檗
に
と
ふ
こ
と
三
番
す
る
に
、
か
さ
ね
て
六
十
棒
を
喫
す
。
な
ほ
励
志
た
ゆ
む
こ
と
な
し
。
大
愚
に
い

れ
い

し

「

礫
の
ほ
と
ば
し
り
て
、
竹
に
あ
た
り
て
声
を
な
す
に
よ
り
て
、
忽
然
と
し
て
悟
道
す」

る
の

は
、
こ
の〔

香
厳
智
閑〕

禅
師
の
こ
と
で
あ
る
。
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た
り
て
大
悟
す
る
こ
と
も
、
す
な
は
ち
黄
檗・

睦
州
両
尊
宿
の
教
訓
な
り
。（

中
略）

師
在
㍼黄
檗
∩
与
㍼黄
檗
㍽栽
㍼杉
松
㍽次
、
黄
檗
問
㍾師
曰
、「

深
山
裏
栽
㍼許
多
樹
㍽作
麼
。」

師
曰
、「

一

与
㍼山
門
㍽為
㍼境
致
∩
二

テ

ニ

ト
モ
ニ

ト

ル

ヲ

デ

テ

ニ

ク

ニ

テ

ノ

ヲ

ナ
ニ
カ
セ
ン

ク

ニ
ハ
タ
メ
ニ

ノ

シ

ト

ニ
ハ

与
㍼後
人
㍽作
㍼標
榜
⊿」

乃
将
㍾鍬
拍
㍾
地
両
下
。
黄
檗
拈
㍼起

杖
㍽曰
、「

雖
㍼然
如
∑
是
、
汝
已
喫
㍼我
三
十
棒
㍽了
也
。」

師

ニ

ノ

ス

ト

チ

テ

ヲ

ツ
コ
ト

ヲ

ス

シ
テ

ヲ

ク

モ

モ

ク
ナ
リ
ト

ノ

ニ

シ

ガ

ヲ

レ
リ

作
㍼嘘
嘘

声
⊿
黄
檗
曰
、「

吾
宗
到
㍾汝
大

興
㍼於
世
⊿」

（
）（

後
略）

ス

キ
ョ
キ
ョ
ノ

ヲ

ク

ガ

テ

ニ

イ
ニ

ラ
ン

ニ

陳
尊
宿
ノ
教
訓
ニ
依
テ
、
仏
法
ノ
大
意
ヲ

チ
ム黄

檗
ニ
問
ニ
、
三
番
ス
ル
ニ
一
番
ニ
二
十
棒

ク
ワ
ウ
ヘ
キ

ワ
ウ
ハ
ク

サ
ン
ハ
ム

ミ

タ
ヒ

ツ
ヽ
都
合
六
十
棒
ヲ
与
キ
、
励

志
タ
ユ
ム
事

ハ
ケ
ム

シ

コ
ヽ
ロ
サ
シ

ナ
シ
、
大
愚
ニ
イ
タ
リ
テ
大
悟
ス（

一
二
ａ）

ル

事
モ
、
ス
ナ
ハ
チ
黄
檗
睦
州
両
尊
宿
ノ
教
訓
ニ

ヨ
リ
テ
也
、
黄
檗
与
㍼臨
済
㍽問
答
、
文
ニ
ツ
フ

サ
ナ
リ
、

第
二
十
三
段

唐
宣
宗
皇
帝
は
、
憲
宗
皇
帝
第
二
の
子
な
り
。
少
而
よ
り
敏
黠
な
り
。
よ
の
つ
ね
に
結
跏
趺
坐
を
愛
す
、
宮
に
あ
り
て
つ
ね
に
坐

せ
ん
そ
う

し
ょ
う

に

び
ん
か
つ

禅
す
。
穆
宗
は
宣
宗
の
兄
な
り
。
穆
宗
在
位
の
と
き
、
早
朝
罷
に
、
宣
宗
す
な
は
ち
戯
而
し
て
、
龍

牀
に
の
ぼ
り
て
揖
群
臣
勢
を

ぼ
く
そ
う

は

け

に

り
ゅ
う
し
ょ
う

い
つ
ぐ
ん
し
ん
せ
い

な
す
。
大
臣
こ
れ
を
み
て
、
心
風
な
り
と
す
。
す
な
は
ち
穆
宗
に
奏
す
。
穆
宗
み
て
、
宣
宗
を
撫
而
し
て
い
は
く
、
我
弟
乃
吾
宗

ぶ

に

ガ

ハ

チ

ガ

ノ

之
英
冑
也
。
と
き
に
宣
宗
、
と
し
は
じ
め
て
十
三
な
り
。
穆
宗
は
長
慶
四
年
晏
駕
あ
り
。
穆
宗
に
三
子
あ
り
。
い
は
ゆ
る
、
一

え
い
ち
ゅ
う
ナ
リ

あ
ん

が

は
敬
宗
、
二
は
文
宗
、
三
は
武
宗
な
り
。
敬
宗
父
位
を
つ
ぎ
て
三
年
に
崩
ず
。
文
宗
継
位
す
る
に
一
年
と
い
ふ
に
、
内
臣
謀
而
、

だ
い
し
ん
ぼ
う

に

こ
れ
を
易
す
。
武
宗
即
位
す
る
に
、
宣
宗
い
ま
だ
即
位
せ
ず
し
て
、
を
ひ
の
く
に
に
あ
り
。
武
宗
つ
ね
に
宣
宗
を
よ
ぶ
に
癡
叔
と

え
き

ち

し
ゅ
く

「

陳
尊
宿
の
教
訓
に
よ
り
て
、
仏
法
の
大
意
を
黄
檗
に
と
ふ」

に
、「

三
番
す
る
に」

、
一
番
に

二
十
棒
ず
つ
、
合
計
六
十
棒
を〔

黄
檗
は
臨
済
に〕

与
え
た
。「

励
志
た
ゆ
む
こ
と
な
し
。
大
愚

に
い
た
り
て
大
悟
す
る
こ
と
も
、
す
な
は
ち
黄
檗・

睦
州
両
尊
宿
の
教
訓」

に
よ
っ
て
で
あ
る
。

黄
檗
と
臨
済
と
の
問
答
は
、
本
文
に
詳
ら
か
で
あ
る
。
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い
ふ
。
武
宗
は
会
昌
の
天
子
な
り
、
仏
法
を
廃
せ
し
人
な
り
。
武
宗
あ
る
と
き
宣
宗
を
め
し
て
、
昔
日
ち
ち
の
く
ら
ゐ
に
の
ぼ
り

か
い
し
ょ
う

し
こ
と
を
罰
し
て
、
一
頓
打
殺
し
て
、
後
華
園
の
な
か
に
お
き
て
、
不
浄
を
灌
す
る
に
復
生
す
。
つ
ひ
に
父
王
の
邦
を
は
な
れ
て
、

た

せ
つ

く
に

ひ
そ
か
に
香
厳
の
閑
禅
師
の
会
に
参
じ
て
、
剃
頭
し
て
沙
弥
と
な
り
ぬ
。
し
か
あ
れ
ど
、
い
ま
だ
不
具
戒
な
り
。
志
閑
禅
師

（
）

を
と

き
ょ
う
げ
ん

て
い

づ

も
と
し
て
遊
方
す
る
に
、
蘆
山
に
い
た
る
。
ち
な
み
に
志
閑
み
づ
か
ら
瀑
布
を
題
し
て
い
は
く
、
穿
㍾崖
透
㍾石
不
㍾辞
㍾労
、
遠
地

チ

ヲ

シ
テ

ヲ

セ

ヲ

方

知

出
処
高
。

こ
の
両
句
を
も
て
沙
弥
を
釣
他
し
て
、
こ
れ
い
か
な
る
人
ぞ
と
み
ん
と
す
る
な
り
。
沙
弥
こ
れ
を
続
し
て
い

マ
サ
ニ

リ
ヌ

ノ

キ
キ
コ
ト
ヲ

ち
ょ
う

た

は
く
、
渓
庄
豈
能
留
得
住
、

終
帰
㍼大
海
㍽作
㍼波
涛
⊿
こ
の
両
句
を
み
て
、
沙
弥
は
こ
れ
つ
ね
の
人
に
あ
ら
ず
と
し
り
ぬ
。

ニ

ク

メ

テ
ト
ド
メ
ン
ヤ

ニ

シ
テ

ニ

ナ
ル

ト

の
ち
に
杭
州
塩
官
斉
安
国
師
の
会
に
い
た
り
て
、
書
記
に
充
す
る
に
、
黄
檗
禅
師
、
と
き
に
塩
官
の
首
座
に
充
す
。
ゆ
ゑ
に
黄
檗

さ
い
あ
ん

し
ゅ

そ

と
連
単
な
り
。
黄
檗
と
き
に
仏
殿
に
い
た
り
て
礼
仏
す
る
に
、
書
記
い
た
り
て
と
ふ
、「

不
㍼著
㍾仏
求
∩
不
㍼著
㍾法
求
∩
不
㍼著
㍾

ら
い
ぶ
つ

テ

ニ

メ

テ

ニ

メ

テ

僧
求
∩
長
老
用
㍾礼
何
為
。」
か
く
の
ご
と
く
問
著
す
る
に
、
黄
檗
便
掌
し
て
、
沙
弥
書
記
に
む
か
ひ
て
道
す
、「

不
㍼著
㍾仏
求
∩

ニ

メ

テ

ヲ

カ

ン

べ
ん
し
ょ
う

テ

ニ

メ

不
㍼著
㍾法
求
∩
不
㍼著
㍾僧
求
∩
常
礼

如
㍼是
事
⊿」

か
く
の
ご
と
く
道
し
を
は
り
て
、
又
掌
す
る
こ
と
一
掌
す
。
書
記
い
は
く
、

テ

ニ

メ

テ

ニ

メ

ニ

ス
ル
コ
ト

シ

ノ

ノ

し
ょ
う

「

太

生
な
り
。」

黄
檗
い
は
く
、「
遮
裏
是
什
麼
所
在
、
更
説
㍼什
麼

細
⊿」

ま
た
書
記
を
掌
す
る
こ
と
一
掌
す
。
書
記
ち
な
み

た
い

そ

せ
い

レ

ノ

ゾ

ニ

カ
ン

ノ

ト
カ

に
休
去
す
。

き
う

こ

武
宗
の
の
ち
、
書
記
つ
ひ
に
還
俗
し
て
即
位
す
。
武
宗
の
廃
仏
法
を
廃
し
て
、
宣
宗
す
な
は
ち
仏
法
を
中
興
す
。
宣
宗
は
即
位
在

位
の
あ
ひ
だ
、
つ
ね
に
坐
禅
を
こ
の
む
。
未
即
位
の
と
き
、
父
王
の
く
に
を
は
な
れ
て
、
遠
地
の
渓
庄
遊
方
せ
し
と
き
、
純
一
に

お
ん

ち

道
す
。
即
位
の
の
ち
、
昼
夜
に
坐
禅
す
と
い
ふ
。
ま
こ
と
に
、
父
王
す
で
に
崩
御
す
、
兄
帝
ま
た
晏
駕
す
、
を
ひ
の
た
め
に
打

殺
せ
ら
る
、
あ
は
れ
む
べ
き
窮
子
な
る
が
ご
と
し
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
励
志
う
つ
ら
ず

道
功
夫
す
。
希
代
の
勝

躅
な
り
、
天

ぐ
う

じ

し
ょ
う
ち
ょ
く

真
の
行
持
な
る
べ
し
。

心
風
也
ト
ハ
物
狂
也
ト
云
心
ナ
リ
、
沙
弥
閑
禅

「

心
風
な
り」

と
は「

物
狂
い
な
り」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
沙
弥
は「〔

志〕

閑
禅
師
を
と
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師
ヲ
為
㍾友
遊
方
ス
ル
ニ
、
盧
山
ニ
イ
タ
ル
ニ
、

ロ

志
閑
沙
弥
ヲ
心
ミ
ム
ト
テ
瀑
布
ヲ
題
シ
テ
イ
ハ

ハ
ク

ホ

タ
イ

ク
、
穿
㍾

（
）

岸
透
㍾
石
不
㍾辞
㍾労
、
遠
地
方

知

ウ
カ
テ

ヲ
ト
ヲ
リ
テ

ヲ

ス

シ

ラ
ウ
ヲ

エ
ム

チ

サ
ニ
シ
ル

出
処
高
、
此
両
句
ヲ
以
テ
沙
弥
ヲ
ミ
ム
ト
ス
ル

ノ

ト
ヲ

也
、
沙
弥
是
ヲ
続
シ
テ
イ
ハ
ク
、
渓
─

澗
豈
能

ソ
ク

ケ
イ

カ
ム
ア
ニ

ク

留
─

得
─

住
、

終

帰
㍼
大
海
㍽
作
㍼
波
涛
∩

ト
ヽ
メ

エ
テ

ト
ヽ
メ
ム
ヤ
ツ
イ
ニ

テ

ニ

サ
ン
ス

タ
ウ
ヲ

見
㍼此
両
句
∩
沙
弥
是
非
㍼常（
一
二
ｂ）

人
㍽ト

ニ

知
㍾之
、黄
檗
ト
キ
ニ
仏
殿
ニ
イ
タ
リ
テ
礼
拝
ス

ル
ニ
、
沙
弥
イ
タ
リ
テ
イ
フ
、
不
㍼著
㍾仏
求
∩

ツ
イ
テ

ニ
モ
ト
メ

不
㍼著
㍾法
求
∩
不
㍼著
㍾僧
求
∩
長
老
用
㍾
礼

ス

ツ
イ
テ

ニ

メ

ヨ
ウ

モ
チ
イ
テ

ラ
イ

ラ
イ
ヲ

何
為
、
如
㍾此
問
著
ス
ル
ニ
、
黄
檗
便

掌
シ

カ

イ

ナ
ニ
カ
セ
ム

ス
ナ
ハ
チ
シ
ョ
ウ

テ
、
沙
弥
書
記
ニ
ム
カ
イ
テ
道
ス
、
不
㍼著
㍾仏

求
∩
不
㍼著
㍾法
求
∩
不
㍼著
㍾僧
求
㍽常
礼
㍼如
㍾

ツ
ネ
ニ
レ
イ
ス

ノ

是
事
∩
如
㍾此
道
シ
ヲ
ハ
リ
テ
、又
掌
ス
ル
事
一

シ

ヲ

掌
ス
、
書
記
イ
ハ
ク
、
太

生
也
、
是
ハ
風
性

ハ
ナ
ハ
タ

タ
イ

ソ

サ
ム

常
住
無
所
不
周
底
ト
問
シ
ニ
、
和
尚
重
テ
扇
ヲ

仕
シ
程
ノ
道
理
也
、
黄
檗
イ
ハ
ク
這
裏
是
什
麼

シ
ャ

リ

コ
レ
イ
カ
ナ
ル

所

在
、
更

説
㍼什（

一
三
ａ）

麼

細
∩
マ
タ

ト
コ
ロ
ナ
レ
ハ
カ
サ
ラ
ニ
ト
ク

ナ
ニ
ノ

ソ

サ
イ

書
記
ヲ
掌
ス
ル
事
一
掌
ス
、
書
記
チ
ナ
ミ
ニ
休キ

ウ

去
ス
、
武
宗
ノ
ヽ
チ
書
記
ツ
イ
ニ
還
俗
シ
テ
即

ク
ヰ

ク
エ
ン
ソ
ク

ソ
ク

位
ス
、（

一
三
ｂ）

ヰ

も
と
し
て
遊
方
す
る
に
、
盧
山
に
い
た
る」

に
、
志
閑
は
沙
弥
を
こ
こ
ろ
み
よ
う
と
と
し
て
、

「

瀑
布
を
題
し
て
い
は
く
、
穿
崖
透
石
不
辞
労
、
遠
地
方
知
出
処
高（

崖
を
穿
ち
石
を
透
っ
て
労
を

辞
せ
ず
、
遠
地
方
に
知
り
ぬ
、
出
処
の
高
き
こ
と
を）

。
こ
の
両
句
を
も
て
、
沙
弥
を」〔

ど
の
様
な

ま
さ

人
で
あ
る
か〕「

み
ん
と
す
る
な
り」

。「

沙
弥
こ
れ
を
続
し
て
い
は
く
、
渓
庄
豈
能
留
得
住
、
終

帰
大
海
作
波
涛（

渓
庄
、
豈
に
能
く
留
め
得
て
住
め
ん
や
、
終
に
大
海
に
帰
し
て
波
涛
と
作
る）

。
こ
の

と
ど

な

両
句
を
み
て
、
沙
弥
は
こ
れ
つ
ね
の
人
に
あ
ら
ず
と」

知
っ
た
。

「

黄
檗
と
き
に
仏
殿
に
い
た
り
て」

礼
拝
す
る
と
き
に
、
沙
弥
が
や
っ
て
来
て
言
っ
た
。

「『

不

著
仏
求
、
不
著
法
求
、
不
著
僧
求
、
長
老
用
礼
何
為』

（

仏
に
著
い
て
求
め
ず
、
法
に
著
い
て
求
め

ず
、
僧
に
著
い
て
求
め
ず
、
長
老
、
礼
を
用
っ
て
何
に
か
為
ん）

。
か
く
の
ご
と
く
問
著
す
る
に
、
黄

せ

檗
便
掌
し
て
、
沙
弥
書
記
に
む
か
ひ
て
道
す
、『

不
著
仏
求
、
不
著
法
求
、
不
著
僧
求
。
常
礼
如

是
事』 （

仏
に
著
い
て
求
め
ず
、
法
に
著
い
て
求
め
ず
、
僧
に
著
い
て
求
め
ず
、
常
に
礼
す
る
こ
と
是
の
事

の
如
し）

。
か
く
の
ご
と
く
道
し
を
は
り
て
、
又
掌
す
る
こ
と
一
掌
す
。
書
記
い
は
く
、『

太

生（
は
な
は
だ
粗
雑
で
あ
る）

な
り』」

。
こ
れ
は〔

あ
る
僧
が〕「〔

ど
の
よ
う
な
こ
と
が〕

風
性

常
住
無
所
不
周
底〔

の
道
理
か〕」

と
尋
ね
た
と
き
に
、〔

麻
谷
山
宝
徹〕

和
尚
は
重
ね
て
扇
を

使
っ
た

（
）

ほ
ど
の
道
理
で
あ
る
。「

黄
檗
い
は
く
、『

遮
裏
是
什
麼
所
在
、
更
説
什
麼

細』
（

遮
裏

是
れ
什
麼
の
所
在
ぞ
、
更
に
什
麼
の

細
と
か
説
か
ん）

。
ま
た
書
記
を
掌
す
る
こ
と
一
掌
す
。
書
記

ち
な
み
に
休
去
す
。
武
宗
の
の
ち
、
書
記
つ
ひ
に
還
俗
し
て
即
位
す」

。



『

正
法
眼
蔵
聞
書
抄』

口
語
訳
の
試
み（

伊
藤）

─ ─79

唐
（

）
憲
宗
皇
帝
─
─

ケ
ン─

─
─
─
─
─

─
穆
宗

ホ
ク

長
慶
四
年
宴
駕
、

─
宣
宗

武
宗
即
位
時
召
㍼
宣
宗
∩
昔
日
父

位
登
事
ヲ
罰
ス
、
一
頓

打
殺
而

ニ

ト
ン
ニ

タ

セ
ツ

置
㍼後
花
園
中
㍽灌
㍼
不
浄
㍽ニ
復
─

ソ
ヽ
ク
ニ

ヲ

フ
ク

生
ス
、
終
父
王
ノ
邦
ヲ
離
テ
、

セ
イ

ク
ニ

窃

登
㍼
香
巌（

）

志
閑
禅
師
会
㍽

ヒ
ソ
カ
ニ
ノ
ホ
テ

カ
ン

ニ

成
㍼沙
弥
∩
然
而
未
㍼具
戒
㍽也
、後

タス

ク

ニ

杭
州
塩
官
ノ
所
ニ
至
テ
書
記
ニ
ナ

カ
ウ

エ
ン
ク
ワ

リ
ヌ
、黄
檗
于
時
塩
官
ノ
首
座
也
、

黄
檗
与
㍼書
記
㍽隣
単
ナ
リ
、

（

一
四

リ
ン
タ
ン

ａ）

穆
宗
─
─
憲
宗
皇
帝
子

─
敬
宗

キ
ム

継
㍼父
位
㍽即
位
、
㎏
㎏
後
三

ツ
イ
テ

ノ

ヲ

ス

ノ

チ

年

崩
、

ニ
㎜
ホ
ウ
ス

─
文
宗

フ
ム

継
位
有
一
年
、
内
臣
謀

而

タ
イ
シ
ン
ホ
ウ
ニ
㎜

易
㍾之
、

カ
フ

コ
レ
ヲ

其
後
又
即
位
、

─
武
宗

号
㍼
会
昌

天
子
㍽是
也
、仏

カ
ウ
ス
ル

シ
ヤ
ウ
ノ

ト

レ

法
ヲ
廃
セ
シ
人
也
、

ハ
イ

唐
憲
宗
皇
帝（

在
位
八
〇
五
～
八
二
〇）

─
─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

─
穆
宗

長
慶
四
年（

八
二
四）

崩
御
。（

在
位
八
二
〇
～
八
二
四）

─
宣
宗

武
宗
が
即
位
し
た
時
、
宣
宗
を
呼
び
、
昔
、
父
の
天
子
の
座
に
登
っ
た
こ
と
を
罰

し
て
、
一
打
ち
に
打
ち
殺
し
て
、
後
花
園
の
中
に
置
い
て
、
小
便
を
灌
い
だ
と
こ

ろ
、
再
び
生
き
返
っ
た
。
終
に
父
で
あ
る
王
の
国
を
離
れ
て
、
窃
か
に
香
厳
志
閑

禅
師
の
会
に
参
じ
て
、
沙
弥
と
な
っ
た
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、
ま
だ
具
足
戒
を
受

け
て
は
い
な
か
っ
た
。
後
に
杭
州
塩
官
禅
師
の
所
に
行
っ
て
書
記
に
な
っ
た
。
黄

檗
は
そ
の
時
、
塩
官
の
首
座
で
あ
っ
た
。
黄
檗
と
書
記
と
は
単
が
隣
で
あ
っ
た
。

（

在
位
八
四
六
～
八
五
九）

穆
宗
─
─
憲
宗
皇
帝
の
子
。

─
敬
宗

父
の
位
を
継
い
で
即
位
し
た
。
即
位
の
後
三
年
に
し
て
崩
御
し
た
。（

在
位
八

二
四
～
八
二
六）

─
文
宗

位
を
継
い
で
一
年
と
い
う
に
、
内
臣
が
謀
っ
て
退
位
さ
せ
た
。

そ
の
後
ま
た
即
位
し
た
。（

在
位
八
二
六
～
八
四
〇）

─
武
宗

会
昌
年
間（

八
四
一
～
八
四
六）

の
天
子
と
い
う
の
は
こ
の
人
で
あ
る
。
仏
法

を
廃
し
た
人
で
あ
る
。（

在
位
八
四
〇
～
八
四
六）
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第
二
十
四
段

雪
峯
真
覚
大
師
義
存
和
尚
、
か
つ
て
発
心
よ
り
こ
の
か
た
、
掛
錫
の
叢
林
、
お
よ
び
行
程
の
接
待
、
み
ち
は
る
か
な
り
と
い
へ
ど

か

し
ゃ
く

こ
う
て
い

も
、
と
こ
ろ
を
き
ら
は
ず
、
日
夜
の
坐
禅
お
こ
た
る
こ
と
な
し
。
雪
峯
草
創
の
露
堂
堂
に
い
た
る
ま
で
、
お
こ
た
ら
ず
し
て
坐
禅

ろ

ど
う
ど
う

と
同
死
す
。
咨
参
の
そ
の
か
み
は
、
九
上
洞
山
、
三
到
投
子
す
る
、
希
世
の

道
な
り
。
行
持
の
清
厳
を
す
す
む
る
に
は
、
い
ま

し

さ
ん

と
う
ざ
ん

と
う

す

せ
い
ご
ん

の
人
、
お
ほ
く
雪
峯
高
行
と
い
ふ
。
雪
峯
の
昏
昧
は
諸
人
と
ひ
と
し
と
い
へ
ど
も
、
雪
峯
の
伶
俐
は
諸
人
の
お
よ
ぶ
と
こ
ろ
に
あ

か
う
ぎ
ょ
う

こ
ん
ま
い

れ
い

り

ら
ず
。
こ
れ
行
持
の
し
か
あ
る
な
り
。
い
ま
の
道
人
、
か
な
ら
ず
雪
峯
の
澡
雪
を
ま
な
ぶ
べ
し
。
し
づ
か
に
雪
峯
の
諸
方
に
参
学

せ
し
筋
力
を
か
へ
り
み
れ
ば
、
ま
こ
と
に
宿
有
霊
骨
の
功
徳
な
る
べ
し
。（

後
略）

き
ん
り
き

し
ゅ
く

う

れ
い
こ
つ

正
法
眼
蔵
行
持
第
十
六
上

仁
治
癸

卯
正
月
十
八
日
、
書
写
了
。

み
ず
の
と
の
う

同
三
月
八
日
、
校
点
了
。
懐
奘

（

１）
『

正
法
眼
蔵
行
持』

は
長
文
で
あ
る
の
で
、『

抄』『
聞
書』

で
注
釈
し
て
い
る
段
は
、
注
釈
し
て
い
る
箇
所
を
中
心
と
し
て
、
注
釈
し
て
い
な
い
長
文

の
段
は
、
は
じ
め
の
箇
所
の
み
を
挙
げ
、
他
は
省
略
し
た
。

（

２）
「

真
父
の
家
郷
に
宝
財
を
な
げ
す
て
て
、
さ
ら
に
他
国

の
窮
子
と
な
る」

は
、『

妙
法
蓮
華
経』

巻
二
、
信
解
品
の「

長
者
窮
子
の
比
喩」（

正
蔵

九・

一
六
ｂ
～
一
七
ｂ）

を
背
景
に
し
た
記
述
で
あ
る
。「

真
父」
は
釈
尊
、「

宝
財」

は
行
持
、「

窮
子」

は
行
持
を
さ
し
お
く
者
を
意
味
し
て
い
る（

安

良
岡
康
作『

正
法
眼
蔵・

行
持（

上）』

講
談
社〈

学
術
文
庫〉

、
二
〇
〇
二
年
一
月
、
五
九
頁）

。

（

３）

十
九
歳
出
家
、
三
十
歳
成
道
は
、『

景
徳
伝
燈
録』

巻
一
、
釈
迦
牟
尼
仏
章
に
よ
る
。

年
十
九
欲
求
出
家
、（

中
略）

普
集
経
云
、
菩
薩
於
二
月
八
日
明
星
出
時
、
成
仏
号
天
人
師
、
時
年
三
十
矣
。（

正
蔵
五
一・

二
〇
五
ｂ）

（

４）
「

大
地
有
情
同
時
成
道」

の
語
は
、「

発
菩
提
心（

発
無
上
心）」

の
巻
に
次
の
よ
う
に
引
か
れ
る
。
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釈
迦
牟
尼
仏
言
、
明
星
出
現
時
、
我
与
大
地
有
情
、
同
時
成
道
。（

道
元
全

上・

五
二
八
頁）

こ
の
出
典
は
こ
れ
ま
で
不
詳
で
あ
っ
た
が
、
石
島
尚
雄「「

大
地
有
情
同
時
成
道」

再
考」（『

曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
紀
要』

第
一
二
号
、
一
九
九
八
年

十
月）
に
よ
っ
て
、『

建
中
靖
国
続
灯
録』

巻
三
の
開
先
善
暹
の
語
の
中
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

開
堂
日
、
上
省
白
槌
罷
、
師
云
。
千
聖
出
来
、
也
祗
是
稽
首
讚
歎
。
諸
代
祖
師
提
挈
不
起
。
是
故
始
従
迦
葉
、
迄
至
山
僧
、
二
千
余
年
。
月
燭
慧
燈
、

星
排
道
樹
。
人
天
普
照
、
凡
聖
斉
栄
。
且
道
承
甚
麼
人
恩
力
。
老
胡
也
祗
道
、
明
星
出
現
時
、
我
与
大
地
有
情
、
同
時
成
道
。
如
是
則
彼
既
丈
夫
我

亦
爾
。
孰
為
不
可
。
良
由
諸
人
、
不
肯
承
当
、
自
生
退
屈
。
所
以
便
推
排
一
人
半
箇
先
達
、
出
来
遞
相
開
発
、
也
祗
是
与
諸
人
、
作
箇
証
明
。（

続

蔵
一
三
六・
三
六
ｂ
～
ｃ）

た
だ
し
、
開
先
善
暹
が
何
か
ら
こ
の
語
句
を
引
用
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

（

５）
「

ヲ」

と
あ
る
が「

ハ」
と
改
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
玉
林
寺
本・

寛
政
五
年
書
写
本
に
は「

ハ」

と
あ
る
。

（

６）

十
二
頭
陀
に
関
す
る
記
述
は『
大
比
丘
三
千
威
儀
経』（

正
蔵
二
四・

九
一
九
ｂ）

に
よ
る
。

（

７）
『

摩
訶
止
観』

巻
一
上

法
付
脇
比
丘
。
比
丘
出
胎
髪
白
、
手
放
光
取
経
。（

正
蔵
四
六・

一
ａ）

『

摩
訶
止
観
輔
行
伝
弘
決』

巻
一
之
一

法
付
脇
比
丘
。
比
丘
在
胎
経
六
十
年
、
生
而
髪
白
。
誓
不
屍
臥
、
名
脇
比
丘
。
乃
至
暗
中
手
放
光
明
、
以
取
経
。（

正
蔵
四
六・

一
四
六
ａ）

（

８）
『

景
徳
伝
燈
録』

巻
六
、
馬
祖
道
一
章
。

唐
開
元
中
、
習
禅
定
於
衡
嶽
伝
法
院
、
遇
譲
和
尚
。
同
参
九
人
、
唯
師
密
受
心
印
。（

正
蔵
五
一・

二
四
五
ｃ）

（

９）
『

天
聖
広
燈
録』

巻
八
、
百
丈
懐
海
章
。

師
凡
作
務
執
労
、
必
先
於
衆
。
衆
不
忍
其
労
、
密
収
作
具
而
請
息
之
。
師
云
、
吾
無
徳
矣
。
争
合
労
人
。
既

求
作
具
、
不
獲
而
亦
不
食
。
故
有
一

日
不
作
、
一
日
不
食
之
言
。（

続
蔵
一
三
五・

三
二
九
ｃ）

（

10）
『

景
徳
伝
燈
録』

巻
九
、
長
慶
大
安
章
。

安
在

山
三
十
来
年
、
喫

山
飯
、

山
屎
、
不
学

山
禅
。
只
看
一
頭
水

牛
。
若
落
路
入
草
便
牽
出
。
若
犯
人
苗
稼
即
鞭
撻
。
調
伏
既
久
。

可
憐
生
、
受
人
言
語
。
如
今
変
作
箇
露
地
白
牛
。
常
在
面
前
終
日
露

地
、
趁
亦
不
去
也
。（

正
蔵
五
一・

二
六
七
ｃ）

（

11）
『

宗
門
統
要
集』

巻
一
、
六
祖
慧
能
章
。
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師
因
僧
問
、
黄
梅
意
旨
、
什
麼
人
得
。
云
、
会
仏
法
人
得
。
僧
云
、
和
尚
還
得
不
。
云
、
我
不
得
。
云
、
和
尚
為
甚
不
得
。
云
、
我
不
会
仏
法
。（

三

九
ａ
～
ｂ）

（

12）
『

古
尊
宿
語
要』

所
収
の『

趙
州
録』

巻
上
。

其
後
自
攜
瓶
錫
、
遍
歴
諸
方
。
常
自
謂
曰
、
七
歳
童
児
勝
我
者
、
我
即
問
伊
。
百
歳
老
翁
不
及
我
者
、
我
即
教
他
。
年
至
八
十
、
方
住
趙
州
城
東
観

音
院（
中
略）

僧
堂
無
前
後
架
、
旋
営
齋
食
。
縄
床
一
脚
折
、
以
焼
断
薪
用
縄
繋
之
。
毎
有
別
制
新
者
、
師
不
許
也
。
住
持
四
十
来
年
、
未
嘗

一

封
書
告
其
檀
越
。（

柳
田
聖
山
編

禅
学
叢
書
之
一『

無
著
校
写
古
尊
宿
語
要』

二
九
ｂ）

（

13）
『

聨
燈
会
要』
巻
六
、
趙
州
従

章
。

示
衆
云
、

若
一
生
不
離
叢
林
、
不
語
十
年
五
載
、
無
人
喚

作
唖
漢
、
已
後
仏
也
不
奈

何
。（

続
蔵
一
三
六・

二
六
四
ｄ）

な
お
、『

古
尊
宿
語
要』
所
収
の『

趙
州
録』

は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

師
又
云
、
若
一
生
不
離
叢
林
、
不
語
十
年
五
載
、
無
人
喚

作
唖
漢
、
已
後
仏
也
不
奈

何
。

若
不
信
截
取
僧
頭
去
。（

柳
田
聖
山
編『

古
尊
宿

語
要』

三
二
ａ）

（

14）
『

景
徳
伝
燈
録』

巻
七
、
大
梅
法
常
章
。

明
州
大
梅
山
法
常
禅
師
者
、
襄
陽
人
也
。
姓
鄭
氏
。
幼
歳
従
師
於
荊
州
玉
泉
寺
、
初
参
大
寂
。
問
、
如
何
是
仏
。
大
寂
云
、
即
心
是
仏
。
師
即
大
悟
。

唐
貞
元
中
居
於
天
台
山
余
姚
南
七
十
里
。
梅
子
真
旧
隠
。
時
塩
官
会
下
一
僧
入
山
采

杖
、
迷
路
至
庵
所
。
問
曰
、
和
尚
在
此
山
来
多
少
時
也
。
師

曰
、
只
見
四
山
青
又
黄
。
又
問
、
出
山
路
向
什
麼
処
去
。
師
曰
、
随
流
去
。
僧
帰
説
似
塩
官
。
塩
官
曰
、
我
在
江
西
時
曾
見
一
僧
、
自
後
不
知
消
息
。

莫
是
此
僧
否
。
遂
令
僧
去
請
出
師
。
師
有
偈
曰
、

摧
残
枯
木
倚
寒
林
、
幾
度
逢
春
不
変
心
、
樵
客
遇
之
猶
不
顧
、
郢
人
那
得
苦
追
尋
。

大
寂
聞
師
在
山
、
乃
令
一
僧
到
問
云
、
和
尚
見
馬
師
得
箇
什
麼
便
住
此
山
。
師
云
、
馬
師
向
我
道
即
心
是
仏
、
我
便
向
遮
裏
住
。
僧
云
、
馬
師
近
日

仏
法
又
別
。
師
云
、
作
麼
生
別
。
僧
云
、
近
日
又
道
非
心
非
仏
。
師
云
、
遮
老
漢
惑
乱
人
未
有
了
日
。
任
汝
非
心
非
仏
、
我
只
管
即
心
是
仏
。
其
僧

迴
挙
似
馬
祖
。
祖
云
、
大
衆
、
梅
子
熟
也
。（

正
蔵
五
一・

二
五
四
ｃ）

（

15）
『

明
州
大
梅
法
常
禅
師
語
録』

。

遷

居

頌

一
池
荷
葉
衣
無
尽
、
数
樹
松
花
食
有
余
、
剛
被
世
人
知
住
處
、
更
移
茆
舎
入
深
居
。（『

金
沢
文
庫
資
料
全』

仏
典
巻
一

禅
籍
篇・

一
八
ｂ）
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（
16）

『

禅
林
宝
訓』

巻
一
。

演
祖
曰
、
師
翁
初
住
楊
岐
、
老
屋
敗
椽
、
僅
蔽
風
雨
。
適
臨
冬
莫（

暮
カ）

、
雪
霰
満
床
、
居
不
遑
処
。
衲
子
投
誠
願
充
修
造
。
師
翁
却
之
曰
、
我
仏

有
言
、
時
当
減
劫
、
高
岸
深
谷
、
遷
変
不
常
、
安
得
円
満
如
意
、
自
求
称
足
。
汝
等
出
家
学
道
、
做
手
脚
未
穏
。
已
是
四
五
十
歳
、

有
間
工
夫
、

事
豊
屋
耶
。
竟
不
従
。
翌
日
上
堂
曰
、
楊
岐
乍
住
屋
壁
疎
、
満
床
尽
撒
雪
珍
珠
、
縮
却
項
、
暗
嗟
吁
、
翻
憶
古
人
樹
下
居
。（

正
蔵
四
八・

一
〇
一

八
ｃ）

（

17）
「

老
屋
敗
椽
、
僅
蔽
風
雨」

と
あ
っ
た
が
、
乾
坤
院
本
等
の
七
十
五
巻
本
に
は「

老
屋
敗
椽
し
て
風
雨
之
敝
は
な
は
だ
し」

と
あ
る
こ
と
が
脚
注
に
よ
っ

て
知
ら
れ
る
の
で
改
め
た
。

（

18）
『

禅
林
宝
訓』

巻
一
。

演
祖
曰
、
衲
子
守
心
城
、
奉
戒
律
、
日
夜
思
之
、
朝
夕
行
之
、
行
無
越
思
、
思
無
越
行
。
有
其
始
而
成
其
終
、
猶
耕
者
之
有
畔
、
其
過
鮮
矣
。（

正

蔵
四
八・

一
〇
一
八
ｃ）

（

19）
「

咸」

は「

減」

の
誤
り
で
あ
る
か
ら
、
訳
で
は
改
め
た
。
永
平
寺
本・

玉
林
寺
本・

寛
政
五
年
書
写
本
に
は「

」

と
あ
る
。

（

20）
『

宏
智
禅
師
広
録』

巻
九
、
勅
諡
宏
智
禅
師
行
業
記
。

一
日
小
行
者
、
僵
仆
於
地
言
曰
、
我
護
伽
藍
神
也
、
与
太
白
神
角
力
。
可
令
僧
衆
誦
呪
助
我
。
或
曰
、
何
不
以
告
堂
頭
。
神
曰
、
我
聞
覚
和
尚
住
此

十
余
年
矣
。
毎
至
寝
堂
欲
見
之
、
即
戦
慄
不
能
前
、
竟
未
之
識
也
。（

正
蔵
四
八・

一
二
〇
ｃ
～
一
二
一
ａ）

（

21）
『

宗
門
統
要
集』

巻
四
、
大
慈
寰
中
章
。

師
示
衆
云
、
説
得
一
丈
、
不
如
行
取
一
尺
。
説
得
一
尺
、
不
如
行
取
一
寸
。
洞
山
云
、
説
取
行
不
得
底
、
行
取
説
不
得
底
。
雲
居
云
、
行
時
無
説
路
、

説
時
無
行
路
。
不
説
不
行
時
、
合
行
什
麼
路
。
洛
浦
云
、
行
説
倶
到
即
本
事
無
行
説
倶
不
到
即
本
事
在
。（

四
二
ｂ）

（

22）
『

景
徳
伝
灯
録』

巻
二
、
僧
伽
難
提
章
。

仏
言
、
若
人
生
百
歳
、
不
会
諸
仏
機
、
未
若
生
一
日
、
而
得
決
了
之
。（

正
蔵
五
一・

二
一
二
ｂ）

『

法
句
経』

に
は
こ
の
偈
は
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
類
似
の
偈
は
存
在
す
る
。

若
人
寿
百
歳
、
遠
正
不
持
戒
、
不
如
生
一
日
、
守
戒
正
意
禅
。

若
人
寿
百
歳
、
邪
偽
無
有
智
、
不
如
生
一
日
、
一
心
学
正
智
。

若
人
寿
百
歳
、
懈
怠
不
精
進
、
不
如
生
一
日
、
勉
力
行
精
進
。
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若
人
寿
百
歳
、
不
知
成
敗
事
、
不
如
生
一
日
、
見
微
知
所
忌
。

若
人
寿
百
歳
、
不
見
甘
露
道
、
不
如
生
一
日
、
服
行
甘
露
味
。

若
人
寿
百
歳
、
不
知
大
道
義
、
不
如
生
一
日
、
学
推
仏
法
要
。（

正
蔵
四・

五
六
四
ｃ）

『

付
法
蔵
因
縁
伝』

巻
二
に
こ
の
話
は
あ
る
が
、
偈
は
一
致
し
な
い
。

最
後
至
一
竹
林
中
、
聞
有
比
丘
誦
法
句
偈
。

若
人
生
百
歳
、
不
見
水
老
鶴
、
不
如
生
一
日
、
而
得
覩
見
之
。

阿
難
聞
已
慘
然
而
歎
。
世
間
眼
滅
何
其
速
哉
。
煩
悩
諸
悪
如
何
便
起
。
違
返
聖
教
自
生
妄
想
無
有
慧
明
。
常
処
癡
闇
、
永
当
流
転
生
死
大
海
、
為
老

病
死
之
所
悩
逼
。
便
語
比
丘
此
非
仏
語
、
不
可
修
行
。
汝
今
当
知
、
二
人
謗
仏
。
一
雖
多
聞
而
生
邪
見
、
二
不
解
深
義
顛
倒
妄
説
。
有
此
二
法
為
自

毀
傷
。
不
能
令
人
離
三
悪
道
。
汝
今
当
聴
、
我
演
仏
偈
。

若
人
生
百
歳
、
不
解
生
滅
法
、
不
如
生
一
日
、
而
得
解
了
之
。

爾
時
比
丘
即
向
其
師
説
阿
難
語
。
師
告
之
曰
、
阿
難
老
朽
知
慧
衰
劣
、
言
多
錯
謬
、
不
可
信
矣
。
汝
今
但
当
如
前
而
誦
。
阿
難
後
時
聞
彼
比
丘
在
竹

林
下
猶
誦
前
偈
即
問
其
意
。
答
言
、
尊
者
吾
師
告
我
、
阿
難
老
朽
言
多
虚
妄
、
汝
今
但
当
依
前
誦
習
。
阿
難
思
惟
、
彼
軽
我
言
或
受
余
教
。
即
入
三

昧
。（

正
蔵
五
〇・

三
〇
二
ｃ）

（

23）
『

天
聖
広
燈
録』

巻
一
〇
、
臨
済
義
玄
章
。

師
又
因
栽
松
次
、
檗
問
、
深
山
裡
栽
許
多
松
作
什
麼
。
師
云
、
一
与
山
門
作
景
致
、
二
与
後
人
作
標

。
道
了
将
钁
頭
打
地
一
両
下
。
檗
云
、
雖
然

如
是
、
子
已
喫
吾
三
十
棒
了
也
。
師
又
以
钁
頭
打
地
両
下
嘘
嘘
。
檗
云
、
吾
宗
到
汝
大
興
於
世
。（

続
蔵
一
三
五・

三
四
二
ｄ）

（

24）
「

香
厳
の
閑
禅
師」「

志
閑
禅
師」

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
香
厳
智
閑（

～
八
九
八）

の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

（

25）

泉
福
寺
本・

森
福
寺
本（

正
法
蒐

続
一
〇・

三
六
七
ｂ）・
総
持
寺
本
は「

岸」

と
す
る
が
、
他
は「

崖」

と
す
る
。
訳
で
は「

崖」

と
し
た
。

（

26）
『

宗
門
統
要
集』

巻
三
、
麻
谷
宝
徹
章
。

師
一
日
使
扇
次
、
有
僧
問
、
風
性
常
住
無
処
不
周
。
和
尚
為
甚
却
揺
扇
。
師
云
、

只
知
風
性
常
住
且
不
知
無
処
不
周
。
云
、
作
麼
生
是
無
処
不
周

底
道
理
。
師
却
揺
扇
。
僧
作
礼
。
師
云
、
無
用
処
師
僧
、
著
得
一
千
箇
、
有
什
麼
益
。（

二
一
ａ）

こ
れ
は『

現
成
公
案』

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

麻
谷
山
宝
徹
禅
師
、
あ
ふ
ぎ
を
つ
か
う
ち
な
み
に
、
僧
き
た
り
て
と
ふ
、「

風
性
常
住
、
無
処
不
周
な
り
、
な
に
を
も
て
か
さ
ら
に
和
尚
あ
ふ
ぎ
を
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つ
か
ふ
。」

師
い
は
く
、「

な
ん
ぢ
た
だ
風
性
常
住
を
し
れ
り
と
も
、
い
ま
だ
と
こ
ろ
と
し
て
い
た
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
き
道
理
を
し
ら
ず」

と
。
僧

い
は
く
、「

い
か
な
ら
ん
か
こ
れ
無
処
不
周
底
の
道
理
。」

と
き
に
師
、
あ
ふ
ぎ
を
つ
か
ふ
の
み
な
り
。
僧
礼
拝
す
。（

道
元
全

上・

一
〇
頁）

（

27）
以
下
の
系
譜
と
各
皇
帝
に
つ
い
て
の
記
述
は
、「

行
持」

の
巻
の
本
文
に
よ
っ
た
も
の
。

（

28）
「

巌」
は「

厳」

の
誤
り
で
あ
る
か
ら
、
訳
で
は
改
め
た
。

（

二
〇
〇
二・

一
〇・

三
〇）
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